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ΔԽʯͷ͋Γํ͑ݟΔʮ͑ࢧ೥ۚͷӡӦΛۀا

ɹ2025年6݄、ࣾձࡁܦの変Խを踏まえた年੍ۚ౓のػೳڧԽをਤる؍点から、ެత年੍ۚ౓

とࢲత年੍ۚ౓の見直しをߦう年੍ۚ౓վਖ਼๏が成ཱした。このうͪࢲత年੍ۚ౓վֵのҰͭ

として、企業年ۚにؔ͢る৘ใをެ։͢る࢓૊みの੔備、いΘΏる「見えるԽ」がਐめられるこ

ととなった。զが国では、以લから企業年ۚにؔ͢る৘ใのެ։がݶఆతであり、੍౓の実態

を೺Ѳしにくいという՝୊がೝࣝされていた。このため、厚生労働省は、企業年ۚ৘ใをҰൠ

にެ։͢ることで、企業年ۚの実ࢪओ体やՃ入者౳がࣗらの੍౓をଞࣾと比ֱɾ分ੳできる؀

にͭݱ上や੍౓ӡӦのվળを௨͡て、Ճ入者౳の最ળのརӹの実޲を੔備し、Ψόφϯεのڥ

な͛ることを໨ࢦしたのである。

ɹもっとも、企業年ۚにؔ͢る৘ใがこれまでまったくఏڙされていなかったΘけではない。Ճ

入者にର͢る৘ใఏڙや௨知はैདྷからߦΘれていたし、企業年ۚの実ࢪओ体には厚生労働省

へのใٛࠂ຿も՝されていた。しかし、これらの৘ใはҰൠにはެ։されておらͣ、Ճ入者や企

業年ۚの担౰者が੍ࣗࣾ౓をཧղし、ଞࣾとの比ֱを௨͡てվળにͭな͛たり、ڀݚ者が੍౓

の実態を分ੳしたり͢ることは༰қではなかった。ච者は2010年୅ॳ಄から企業֬ܕఆڌग़年

ۚಋ入企業のۚ༥঎඼ϥΠϯΞοϓબ୒ߦಈにؔ心を࣋ͪ、ڞಉڀݚ者らとௐࠪڀݚにऔり૊

Μできた。౰࣌、ถ国では֬ఆڌग़年ۚの঎඼৘ใがެ։されており、そのଥ౰性を͢ূݕる

తܥが数ଟく஝ੵされていた。Ұ方、Θが国ではՃ入者にఏࣔされるӡ用঎඼の内༰を体ڀݚ

に೺Ѳ͢ることが೉しく、企業のۚ༥঎඼ϥΠϯΞοϓのબ୒をՃ入者རӹの؍点から͢ূݕる

。には大きな੍໿があったڀݚ

ɹたͩし、こうした状況はঃʑに変Խしてきた。2016年に成ཱした「֬ఆڌग़年ۚ๏౳のҰ෦を

վਖ਼͢る๏཯」のߦࢪにより、2018年には事業ओによるӡӦ؅ཧؔػのఆظධՁが౒ྗٛ຿Խ

され、2019年にはӡӦ؅ཧؔػによるӡ用঎඼のެද੍౓がಋ入された。その݁Ռ、ӡӦ؅

ཧؔػのఏࣔ͢るۚ༥঎඼ϥΠϯΞοϓを事業ओが比ֱできるڥ؀が੔備され、ӡӦ؅ཧؔػ

をධՁ͢るためのج൫も੔えられた。また、上ड़のとおり、2025年վਖ਼๏により、厚生労働省
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による企業年ۚ৘ใのެ։が๏੍Խされ、その۩体Խに޲けたݕ౼もਐめられている。かͭて

は入手がࠔ೉であった企業֬ܕఆڌग़年ۚのӡ用঎඼にؔ͢る৘ใは、ӡӦ؅ཧؔػによるӡ

用঎඼৘ใのެදから、ߦ੓による企業年ۚ৘ใのެ։へと֦大してきたのである。

ɹこうした中、2025年10݄に「企業年ۚのՃ入者のためのӡ用౳の見えるԽ౳にؔ͢る࠙ஊձ」

が厚生労働省によってઃஔされ、そのୈ1回࠙ஊձで企業ܕ%$の৘ใ։ࣔのあり方がٞ࿦され

た。ެ։されているٞ事࿥によれば、厚生労働省は、Ճ入者数、ֻۚ૯ֹ、ӡ用঎඼、ӡ用

実੷、ࢦఆӡ用方๏、ࣗಈҠ׵者のׂ߹などを։ࣔର৅と͢るҊをఏࣔしている。これらの৘

ใがެ։されれば、Ճ入者や事業ओは੍ࣗࣾ౓をଞ੍ࣾ౓と比ֱしや͢くなり、঎඼બఆや੍

౓ӡӦのվળにも׆用できるՄೳ性がある。Ұ方で、ҕһからは৻重なҙ見もࣔされた。ྫえ

ば、「੍౓ઃܭやӡ用方਑がҟなる中での୯७なԣฒび比ֱはޡղをটきかͶない」とのࢦఠ

や、「ෆಛఆଟ数がӾཡ͢る݁Ռ、企業年ۚのӡӦ໘でࢧোが生͡るのではないか」といったݒ

೦の੠である。৘ใ։ࣔはՃ入者や事業ओによるద੾な比ֱɾ分ੳをՄೳにし、企業年ۚのӡ

Ӧվળをଅ͢うえで重要であるҰ方、数஋ͩけがಠりาき͢れば੍౓の実態とはҟなるධՁにͭ

ながるՄೳ性もある。そのҙຯで、「見えるԽ」においてٻめられるのは୯なる৘ใྔの֦大ͩ

けではないとݴえよう。

ɹ࠙ஊձでは、ӡӦ؅ཧؔػのධՁの実ࢪ状況やۚ༥঎඼ϥΠϯΞοϓにؔ͢る৘ใ։ࣔにͭ

いてもٞ࿦されている。そこでは、事業ओがӡӦ؅ཧؔػをධՁしや͢く͢るための৘ใఏڙを

೦もࣔされた。Ճ入ݒめるҙ見がࣔされたҰ方で、৘ใऩूや৘ใ։ࣔに൐う実຿ෛ担へのٻ

者にఏࣔされるۚ༥঎඼ϥΠϯΞοϓは、௕ظతなܗ࢈ࢿ成の成ՌにӨڹを及΅しಘるͩけに、

事業ओにՃえ、ӡӦ؅ཧؔػの໾ׂもޙࠓま͢ま͢重要になると考えられる。ӡӦ؅ཧؔػが

ఏࣔ͢るۚ༥঎඼৘ใのެදは2019年から࢝まっているが、ޙࠓのݕ౼࣍ୈでは、ӡӦ؅ཧػ

ؔධՁの実ࢪ状況や঎඼ϥΠϯΞοϓ౳にؔ͢る৘ใの։ࣔが֦ॆされるՄೳ性もある。৴用ۚ

がどのよう「見えるԽ」ޙࠓ、のӡӦ؅ཧ業຿を担っており$%ܕが企業ݿ業քでは、৴用ۚݿ

に۩体Խされるか、஫視͢るඞ要があるといえよう。

ɹ企業年ۚは、Ճ入者の࿝ޙの生ج׆൫をࢧえる重要な੍౓のҰͭである。そのӡӦվળをଅ

͢うえでの「見えるԽ」のਅՁは、ެද৘ใのྔではなく、それがՃ入者や事業ओのద੾なҙ

業քにおいても、「見ݿఆにͭながり、੍౓ӡӦのվળに݁び෇くかどうかにある。৴用ܾۚࢥ

えるԽ」を৴པ޲上とαʔϏεվળのػܖとしてੵۃతに׆用していくことがظ଴される。
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৴༻ۚݿͷ༬ۚಈ޲ͱ๏ਓ༬ۚਪਐͷํੑ޲
ʵʮۚརͷ͋Δੈքʯʹ ͓͚Δ༬ۚج൫ߏ࠶ஙʹ͚ͯ޲ʵ

৴ۚதۚ૯ݚ ओ೚ڀݚһ

大ཬ　ྯ࢙

৴用ۚݿの༬ۚج൫はこれまで૯͡て҆ఆతにਪҠしてきたが、଍ݩでは「ۚརのあるੈ

ք」へのҠߦを受けて、༬ۚをऔりרくڥ؀が大きく変Խしている。Πϯλʔωοτઐ業ۜߦ

の୆಄や、大手ۜߦの֫࠲ޱಘΩϟϯϖʔϯによるݍࡁܦへのғࠐみのಈきもみられ、༬ۚ

はैདྷ以上にۚརやརศ性によってબ別されるہ໘に入っている。

৴用ۚݿの༬ۚは、この10年をみるとݸ人のఆظ性༬ۚがݮ少͢るҰ方、ݸ人の要ٻ෷

༬ۚと๏人༬ۚが૿Ճしてきた。ۜߦとの比ֱでは、ݸ人の要ٻ෷༬ۚの૿Ճはڞ௨してい

るが、ݸ人のఆظ性༬ۚの࣋直しや๏人༬ۚのੵ上がりでは、৴用ۚݿのऑさがみられ、そ

のഎܠには「ஷ஝から౤ࢿ」へのಈきや૬ଓによる༬ۚྲྀग़、σδλϧԽのਐలにՃえ、৴用

。଄上の՝୊があるߏにおけるӦ業ɾ૊৫ݿۚ

もっとも、๏人༬ۚはなお大きな։୓༨地がある。企業のۚ༥࢒࢈ࢿ高は૿Ճをଓけてお

り、ݱ༬ۚもなお厚い。また、中小企業はۚ༥࢈ࢿのӡ用ར回りが௿く、؅ۚࢿཧやӡ用վ

ળの༨地も大きい。๏人༬ۚのਪਐにあたっては、「༥ࢿγΣΞにͮجく༬ۚ֫ಘ」「๏人の

ϝΠϯԽਪਐ」「໘తなऔҾ֦大」「՝୊ղܾܕఏҊのڧԽ」という�ͭの方޲性から੔ཧし、

༬ۚج൫のߏ࠶ஙをਐめるඞ要がある。そうしたऔ૊みは、औҾઌ企業の՝୊ղܾや成௕ࢧ

ԉを௨͡て、地域ࡁܦの׆性ԽにもͭながるであΖう。

要ɹɹࢫ

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
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৴用ۚݿの༬ۚج൫はこれまで҆ఆతにਪҠしてきたが、଍ݩでは「ۚརのあるੈք」への

Ҡߦに൐い、そのڥ؀に変Խがみられる。௕ظにΘたる௿ۚརڥ؀のもとでは、ۚ༥ؒؔػの

༬ۚ֫ಘڝ૪は૯͡てݶఆతであったが、ここ数年はۚར上ঢを受けてڝ૪がڧまっている。

Πϯλʔωοτઐ業ۜߦは、༬ۚۚརや֤छ手数ྉ、ΦϯϥΠϯ݁׬性などを෢ثに存在感を

高めており、଍ݩでは大手ۜߦによる֫࠲ޱಘΩϟϯϖʔϯやϙΠϯταʔϏεの֦ॆによる

ہみのಈきもみられ、༬ۚはैདྷ以上にۚརやརศ性などによってબ別されるࠐへのғݍࡁܦ

໘に入っている。こうした変Խは、৴用ۚݿの༬ۚߏ଄上のಛ௃や՝୊をվめてුきூりにし

ている。

Ոܭに໨を޲ければ、高ྸԽのਐలや東京Ұूۃ中をഎܠと͢る૬ଓに൐うۚࢿҠసにՃえ、

/*4"の੍౓֦ॆを受けた「ஷ஝から౤ࢿ」へのྲྀれがՃ଎している。また、৴用ۚݿの༬ۚ

ٻとなる要࠲ޱを൐うϝΠϯࡁ性༬ۚのׂ߹が高く、日ৗܾظに比΂てఆߦۜ、成をみるとߏ

෷༬ۚのׂ߹は૬ରతに௿い。๏人෦໳では、ݱ༬ۚをؚΉۚ༥࢈ࢿの֦大がଓくなか、๏人

められていٻιϑτとの઀ଓ性などがܭೳ、ձػརศ性やΦϯϥΠϯόϯΩϯάࠐにはৼ࠲ޱ

る。とりΘけ、༥ࢿऔҾを༗していても、ച上入ۚ、ࢧ෷ܾڅ、ࡁ༩ৼࠐ、ೲ੫࠲ޱといった

日ৗతなۚࢿ॥؀をे分にऔりࠐめていない場߹、༬ۚج൫の҆ఆ性は૬ରతにऑくなりや͢

い。Ճえて近年は、事業性༥ࢿ、本業ࢧԉ、事業ঝܧɾ.�"౳へのରԠが広がり、Ӧ業ݱ場

にٻめられる໾ׂもଟ༷Խɾ高౓Խしている。そのҰ方で、৴用ۚݿでは、本෦人һ比率の上

ঢ、ళฮ数ɾ໾職һ数のݮ少がਐΜでおり、こうした業຿ڥ؀ɾ૊৫ӡӦの変Խも、༬ۚ֫ಘ

。を及΅していると考えられるڹ૪へのରԠにӨڝ

以上を踏まえると、৴用ۚݿの༬ۚಈ޲は、୯なる࢒高の૿ݮとしてではなく、ڝ૪ڥ؀、

଄、૊৫ӡӦの変Խが重なり߹うなかでଟ໘తにଊえるඞ要がある。とりΘߏಈ、༬ۚߦ٬ސ

け、ޙࠓの༬ۚઓུを考えるうえでは、ݸ人༬ۚのߏ଄変Խを踏まえͭͭ、๏人༬ۚをどのよ

うにऔりࠐみ、๏人࠲ޱのϝΠϯԽや૯߹औҾにͭな͛ていくかが重要な࿦点となる。本ߘで

は、৴用ۚݿの༬ۚಈ޲とそのഎܠを੔ཧし、ޙࠓの重点分野として๏人༬ۚのਪਐにয点を

౰て、そのରԠの方޲性を考える。
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2．৴༻ۚݿͷ༬ۚ動޲

（1）৴༻ۚݿͷ༬ۚߴ࢒ͷਪ移

৴用ۚݿの༬ۚ࢒高は、ίϩφՒにおいてՈܭɾ企業のۚࢿ଺ཹや܁ۚࢿりࢧԉࡦのӨڹを

受け、Ұ࣌తに大きくੵみ上がった。その׆ࡁܦ、ޙಈのਖ਼ৗԽに൐いその伸びはམͪணき、

૯͡て҆ఆతにਪҠしてきた。Ұ方、ここ1～ 2年は「ۚརのあるੈք」へのҠߦを受け、༬

ۚを८るڝ૪ڥ؀にも変Խがみられており、これまで؇やかな૿ՃجௐでਪҠしてきた༬ۚが、

଍ݩでݮ少にస͡る৴用ۚݿもみられる。

2026年3݄຤の༬ۚ࢒高の内༁をみると、ݸ人༬ （ۚ要ٻ෷）は61.9ஹԁ、ݸ人༬ （ۚఆظ性）

は58.0ஹԁ、๏人༬ۚは35.5ஹԁ、そのଞ༬ （ۚެۚ౳）は6.6ஹԁとなっている。10年લ（2016

年3݄຤）と比ֱ͢ると、ݸ人༬ （ۚ要ٻ෷）は36.1ஹԁから大きく૿Ճ（ʴ71.2％ ）したҰ方、

人༬ݸ （ۚఆظ性）は70.9ஹԁから大きくݮ少（˚18.2％ ）している。๏人༬ۚは22.8ஹԁか

ら大きく૿Ճ（ʴ55.9％）しており、༬ۚ全体では13�.7ஹԁから161.9ஹԁへの૿Ճ（ʴ20.1％）

となっている（図表1）。
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図表1　৴༻ۚݿͷ༬ۚଐ性別ߴ࢒ͷਪ移

（備考）日本ۜߦ「༬ۚɾۚݱɾିग़ۚ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

（2）छྨ別・ଐ性別ͷ༬ۚ動޲

छྨ別ɾଐ性別にみると、この10年ではݸ人༬ （ۚ要ٻ෷）が૿Ճ͢るҰ方、ݸ人༬ （ۚఆ

でਪҠしている。৴޲܏少してきた。๏人༬ۚは、ৼれを൐いͭͭも؇やかな૿Ճݮ性）はظ

用ۚݿの༬ۚは、ݸ人༬ （ۚఆظ性）のݮ少を、ݸ人༬ （ۚ要ٻ෷）と๏人༬ۚの૿Ճがิうか

たͪでਪҠしてきた（図表2）。

༬ۚのߏ成比の変Խにͭいてみると、2026年3݄຤では2016年3݄຤ର比で、ݸ人༬ （ۚ要

人༬ݸ、෷）は26.8％から38.2％へ上ঢしたҰ方ٻ （ۚఆظ性）は52.6％から35.8％へ௿Լ

している。๏人༬ۚは16.9％から21.9％へ上ঢしている（図表�）。

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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図表2　৴༻ۚݿͷ༬ۚछྨ別・ଐ性別ࢦߴ࢒数ͷਪ移（201�年�݄຤ʹ100）

（備考）日本ۜߦ「༬ۚɾۚݱɾିग़ۚ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成
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図表�　৴༻ۚݿͷ༬ۚߏ੒比ͷมԽ

（備考）日本ۜߦ「༬ۚɾۚݱɾିग़ۚ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

人༬ݸ （ۚ要ٻ෷）の૿Ճとݸ人༬ （ۚఆظ性）のݮ少は、௒௿ۚརڥ؀の௕ظԽをഎܠにਐ

Μできたとみられる。Ճえて、高ྸԽのਐలに൐う૬ଓによるۚࢿҠಈや、「ஷ஝から౤ࢿ」

へのྲྀれは、ݸ人༬ （ۚఆظ性）のݮ少にӨڹしてきたと考えられる。もっとも、ϚΠφεۚ

ར੓ࡦղআとそのޙの௥Ճར上͛を受け、଍ݩではݸ人༬ （ۚఆظ性）のݮ少にࢭࣃめがみら

れるҰ方、ݸ人༬ （ۚ要ٻ෷）は伸びがಷԽしており、ۚར上ঢにର͢る༬ۚ者のߦಈ変Խも

うかがΘれる。

๏人༬ۚにͭいては、近年その存在感が高まっている。ίϩφՒでは、実࣭ແརࢠɾແ担อ

༥ࢿ౳のӨڹもあり、企業の手ۚࢿݩが厚くなり、そのҰ෦が༬ۚとしてੵみ上がった。その

༬ۚอ༗がݱまっているものの、中小企業全体としてはなおڧ૪がڝの༬けઌを८るۚࢿはޙ

厚く、৴用ۚݿにとって༬ۚ֫ಘ༨地の大きい分野であるとみられる。



�� ৴ۚ中݄ۚใɹ2026.10

（�）৴༻ۚߦۜ・ݿͷ比ֱ

ଞ業態との比ֱとして、ۜߦと比ֱして༬ۚಈ޲をみていく。2016年3݄຤を100としたࢦ

数で比ֱ͢ると、ここ10年、ݸ人༬ （ۚ要ٻ෷）は৴用ۚݿɾۜߦともに૿ՃجௐでਪҠして

おり、଍ݩまでみてもಈきに大きなࠩはみられない。Ոܭ෦໳におけるྲྀಈ性બ޷の高まりや、

生ۚࢿ׆ɾܾۚࢿࡁの要ٻ෷༬ۚへの଺ཹは、両者にڞ௨してදれている。

Ұ方、ݸ人༬ （ۚఆظ性）は両者とも௕ظతにはݮ少޲܏にあるが、ۜߦでは202�年ޙ半以

߱に࣋直しがみられるのにରし、৴用ۚݿでは直近になってようやくԼ͛ࢭまりがうかがえる

ఔ౓にとどまる。ۚར上ঢہ໘におけるఆظ性ۚࢿのऔりࠐみでは、ۜߦがઌߦしているとみ

られる。また、๏人༬ۚは৴用ۚݿɾۜߦとも૿Ճجௐにあるものの、伸びはۜߦの方がڧく

なっている（図表�）。

図表�　৴༻ۚߦۜ・ݿͷ༬ۚछྨ別・ଐ性別ࢦߴ࢒数（201�年�݄຤ʹ100）

（備考）日本ۜߦ「༬ۚɾۚݱɾିग़ۚ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成
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図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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े分でないことにՃえ、๏人分野でもܾ࠲ޱࡁや༨ࢿ଺ཹ࠲ޱのऔりࠐみ༨地が࢒されている

ことが考えられる。࣍ষでは、こうした৴用ۚݿの༬ۚಈ޲を८る՝୊のഎܠを、外෦ڥ؀と

৴用ۚݻݿ༗の要Ҽの両໘から֬ೝ͢る。

�．৴༻ۚݿͷ༬ۚ動޲Λ८る՝୊

ͷมԽڥ૪؀ڝ（1）

৴用ۚݿをऔりרく༬ۚ֫ಘڝ૪は、近年、大きく変Խしている。ैདྷは、地域内のళฮ໢

やର໘઀点を࣠としたڝ૪が中心であったが、Πϯλʔωοτઐ業ۜߦの୆಄がଓくなか、଍

ܦ։ઃΩϟϯϖʔϯやϙΠϯταʔϏεの֦ॆによる࠲ޱ༝のܦによるωοτߦでは大手ۜݩ

。まっているڧ૪がڝみのಈきもみられ、業態をまたいͩࠐへのғݍࡁ

Πϯλʔωοτઐ業ۜߦの༬ۚ࢒高上Ґ6ߦの༬ۚ࢒高߹ܭは、2022年3݄຤の28.7ஹԁか

ら2026年3݄຤には��.9ஹԁへ֦大している。このؒの年平均૿Ճ率（$"(3）はʴ11.9％で

あり、直近でもલ年比12.8％૿と高い伸びをࣔしている。これにରして৴用ۚݿの༬ۚ࢒高は、

2022年3݄຤の158.9ஹԁから2026年3݄຤には161.9ஹԁと小෯な૿Ճとなっており、ಉظ

ؒの$"(3はʴ0.5％にとどまる（図表5）。

Πϯλʔωοτઐ業ۜߦは、ళฮを࣋たない௿ίετߏ଄をഎܠに、༬ۚۚར、ৼࠐ手数ྉ、

人ɾ๏人ともに、εϚϗやΦϯݸ、みとしڧ։ઃの؆ศさ、σδλϧαʔϏεのརศ性を࠲ޱ

ϥΠϯを௨͡たऔҾとの਌࿨性が高いαʔϏεをఏڙしている。このように、༬ۚ֫ಘڝ૪の

࣠は、ళฮやର໘઀点ͩけではなく、ۚརや手数ྉ、σδλϧରԠへと広がっており、Πϯλ

ʔωοτܦ༝で࠲ޱを։ઃ͢るಈきもҰൠతとなっている。
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図表5　ओཁΠϯλʔωοτઐ業ۜߦͷ༬ۚߴ࢒ਪ移

（備考）1．ωοτۜߦ౳6ߦɿָఱ、υίϞ4.5#ωοτ（چ ॅ৴4#*ωοτ）、BV͡ͿΜ、大࿨ωΫετ、ΠΦϯ、ιχʔ
2．日本ۜߦ「༬ۚɾۚݱɾିग़ۚ」、֤ࣾ「*3ࢿྉ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成



��� ৴ۚ中݄ۚใɹ2026.10

（2）ʮஷ஝͔Β౤資ʯへͷ動͖

「ஷ஝から౤ࢿ」へのಈきは、Ոܭの࢈ࢿ഑分を変Խさͤるとともに、৴用ۚݿの༬ۚಈ޲

にもӨڹを及΅している。日本ۜߦ「ۚࢿ॥؀౷ܭ」によれば、2025年12݄຤のՈܭのۚ༥ࢿ

351
高は2࢒࢈ஹԁとなっており、内༁をみるとݱ༬ۚが1
1�0ஹԁと最大ではあるものの、

。৴ୗは165ஹԁまで૿Ճしている（図表�）ࢿは3�2ஹԁ、౤ࣜג

、༬ۚは2016年3݄຤の52.3％から2025年12݄຤には�8.5％へ௿Լしݱ、成比でみてもߏ

50％をԼ回った。Ұ方、ࣜגは9.7％から1�.5％へ、౤ࢿ৴ୗは�.2％から7.0％へ上ঢして

いる（図表�）。Ոܭのۚ༥࢈ࢿはґવとしてݱ༬ۚ中心でありながらも、その比重はঃʑに

௿Լしており、「ஷ஝から౤ࢿ」へのಈきがਐΜでいることがうかがえる。

こうしたಈきをޙԡししているのが৽ /*4"のී及である。/*4" 数は2025年12݄຤࠲ޱ

に2
826万࠲ޱ、૯ങ෇ֹは71.�ஹԁにୡしている。࠲ޱ数の૿੎はややམͪணいているも

のの、ങ෇ֹは੓府໨ඪをલ౗しでୡ成しており、੍౓֦ॆをഎܠに౤ࢿの裾野が広がってい

ることがうかがΘれる（図表8）。
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図表�　Ոܭͷۚ༥資産ߴ࢒ͷਪ移

（備考）日本ۜߦ「ۚࢿ॥؀౷ܭ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
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図表�　Ոܭͷۚ༥資産ͷߏ੒比ͷਪ移

（備考）日本ۜߦ「ۚࢿ॥؀౷ܭ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成
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図表8　/*4"࠲ޱ数・ങ෇ֹͷਪ移

（備考）ۚ༥ி「/*4"࠲ޱのར用状況にؔ͢るௐࠪ݁Ռ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

「ஷ஝から౤ࢿ」へのಈきは、৴用ۚݿにとって、とりΘけݸ人のఆظ性༬ۚにはٯ෩とな

りや͢い。৴用ۚݿはこれまでݸ人༬ۚを中心と͢る҆ఆతなௐୡج൫を༗してきたが、Ոܭ

のۚ༥࢈ࢿબ୒が変Խ͢るなか、ैདྷのԆ௕ઢ上でݸ人༬ۚをҡ࣋͢ることは༰қではない。

Ұ方で、ੵཱ౤ࢿのҾམ࠲ޱやۚࢿ଺ཹ࠲ޱとしてؔ༩͢ることができれば、٬ސとの઀点ҡ

࣋や要ٻ෷༬ۚの҆ఆ֬อに͢ࢿるՄೳ性もある。「ஷ஝から౤ࢿ」へのಈきは、༬ۚが࢈ࢿ

成手ஈとして૬ରతにબばれにくくなっていることをҙຯ͢るҰ方、ۚ༥औҾの઀点を広͛ܗ

るػܖにもなりうる。

25年12݄内༁
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（�）૬ଓʹΑる༬ۚྲྀग़

国内のࢮ๢者数は、2006年の108万人から2025年には159万人まで૿えており、૬ଓのൃ生

݅数も૿Ճしている。૬ଓ࢈ࢿの市場規模にͭいては、年ؒ��.7ஹԁ～ 60.7ஹԁఔ౓とのࢼ

にとって大きな՝୊でݿもあり（஫1）、高ྸԽのਐలを受けた૬ଓに൐う༬ۚྲྀग़は、৴用ۚࢉ

ある。

Ոܭの࢈ࢿอ༗状況をみても、高ྸ૚に࢈ࢿがภ在している。2025年の2人以上ੈଳでは、

ੈଳओが60ࡀ୅のੈଳでஷ஝ݱ在高が2
8�3万ԁ、70ࡀ以上ੈଳで2
�71万ԁとなっている。

これにରし、ए年૚ではෛ࠴がஷ஝を上回っており、Ո࢈ࢿܭのଟくは高ྸ૚に஝ੵされてい

る状況にある（図表�）。

428
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（万円）

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～～29歳

図表�　ੈଳओͷ年ྸ別ஷ஝・ෛߴ࢒࠴（2人Ҏ্ੈଳ、2025年）

（備考）૯຿省「Ոܭௐࠪ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

૬ଓൃ生ޙは、૬ଓ人のॅډ地やऔҾۚ༥ؔػ౳にԠ͡て༬ۚがҠಈしや͢い。とりΘけ、

ट都ݍへの人ྲྀޱ入が௕ظతにଓくなかでは、地方のۚ༥࢈ࢿが૬ଓをػܖにट都ݍへҠసし

や͢い（図表10）。ඃ૬ଓ人とのؔ܎がڧくても、૬ଓ人との઀点がे分でなければ、༬ۚが

地域外へྲྀग़͢るՄೳ性は高い。また、この໰୊はݸ人༬ۚにとどまらͣ、中小企業において

は、ܦӦ者ݸ人の؅࢈ࢿཧと๏人の؅ۚࢿཧがີ઀に݁び෇いている場߹が少なくなく、૬ଓ

や事業ঝܧをػܖに๏人औҾまで見直されるՄೳ性がある。૬ଓରԠは༬ۚྲྀग़๷ࡦࢭである

とಉ࣌に、๏人औҾҡ࣋にもؔ܎しており、৴用ۚݿにとっては૬ଓ人ੈ୅をؚめたՈ଒୯Ґ

でのऔҾؔ܎のߏஙが重要となる。

（஫）1．৴ۚ中ۚ૯ݚϨϙʔτ「૬ଓに൐う࢈ࢿҠసにؔ͢るಈ޲と地域ۚ༥ؔػの՝୊」ࢀ考ɿIUUQT�//XXX.TDCSJ.KQ/SFQPSUT/
pOBODF/20251009�QPTU�590 .IUNM

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔



調　査	 ��

˚20

˚10

0

10

20 ट౎ݍ ݍـۙ தݍژ ͦͷଞͷ஍Ҭ
（万人）

（೥）1�80 1�85 1��0 1��5 2000 2005 2010 2015 2020 2025

図表10　都市෦ͷ人ޱ移動数（సೖ者数ʵసग़者数）ͷਪ移

（備考）1．ट都ݍ＝東京ɾ࡛ۄɾઍ༿ɾਆಸ઒、近ݍـ＝大ࡕɾ京都ɾฌݿ、中京ݍ＝愛知
2．૯຿省「ॅຽج本୆ா」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

（�）ۚར্ঢʹ൐͏ӡ༻଴ػ資ۚͷྲྀग़

ۚར上ঢہ໘では、௿ۚརڥ؀Լで༬ۚに଺ཹしていたӡ用଴ۚࢿػがಈきや͢くなる。ݸ

人であれば、ଞߦの高ۚརఆظ༬ۚ、ݸ人޲け国࠴、౤ࢿ৴ୗなどが比ֱର৅となり、๏人で

あれば、ۚࢿӡ用の見直し、分ࢄ༬け入れ、आ入ฦࡁ౳がਐみや͢い。Ճえて、ݸ人޲け国࠴

のൢചର৅֦大に޲けたٞ࿦もみられており、ޙࠓは๏人の༨ࢿӡ用ઌのબ୒ࢶが広がるՄೳ

性もある。

これまでみてきたとおり、ݸ人༬ （ۚఆظ性）は৴用ۚݿɾۜߦとも௕ظతにはݮ少޲܏に

あるが、直近ではۜߦで࣋直しのಈきが໌らかとなっているҰ方、৴用ۚݿでは໭りがݶఆత

である。৴用ۚݿはఆظ性༬ۚの比重が૬ରతに高く、ϝΠϯ࠲ޱԽがे分でないઌでは、ۚ

ར上ঢہ໘で༬ۚྲྀग़ѹྗを受けや͢いと考えられる。

（5）৴༻ۚݿͷӦ業・૊৫ߏ଄্ͷ՝୊

外෦ڥ؀の変ԽにՃえ、৴用ۚࣗݿ਎のӦ業ɾ૊৫ߏ଄にも໨を޲けるඞ要がある。ۜߦと

の比ֱでは、ݸ人༬ （ۚ要ٻ෷）の૿Ճは֓Ͷڞ௨しているҰ方、ݸ人༬ （ۚఆظ性）の࣋直し

や๏人༬ۚのੵ上がりでは、৴用ۚݿのऑさがうかがΘれた。そのഎܠには、ݸ人ɾ๏人とも

にϝΠϯ࠲ޱԽやܾࡁ性ۚࢿのऔりࠐみがなおे分でないՄೳ性がある。

近年、৴用ۚݿでは、事業性༥ࢿにՃえ、本業ࢧԉ、事業ঝܧɾ.�"౳へのରԠが広がっ

ており、Ӧ業ݱ場にٻめられる໾ׂはଟ༷Խしている。こうした業຿の高౓Խɾଟ༷Խは地域

ۚ༥ؔػとしてඞ要な方޲であるが、༬ۚ֫ಘをؚめたӦ業体੍の在り方にも見直しをഭって

いる。Ճえて、本෦人һ比率の上ঢ、໾職һ数ɾళฮ数のݮ少、人材ߏ成の変ԽもਐΜでおり、

これらはޮ率Խやଟ༷Խのਐలをࣔ͢Ұ方、Ӧ業ళを௨͡た༬ۚ֫ಘやϝΠϯ࠲ޱԽの઀点を

૬ରతにࡉらͤているՄೳ性がある（図表11）。
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໰୊は、こうしたߏ成変Խそのものではなく、ݶられた人తࢿ本のもとで、Ӧ業、事຿、本

෦ػೳをどのように࠶ઃ͢ܭるかにある。༬ۚ֫ಘڝ૪がڧまるなか、༥ࢿ、༬ۚ、ܾࡁ、֤

छιϦϡʔγϣϯをҰ体తにऔりࠐΉӦ業体੍への見直しがٻめられている。

��೥લࡏݱݮ૿

ʴ���QU����ˋʢ����೥�݄຤ʣ����ˋʢ����೥�݄຤ʣຊ෦ਓһൺ཰
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図表11　৴༻ۚݿ業քͷ本෦人һ比率、໾৬һ数、ళฮ数ͷਪ移

（備考）৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

�．๏人༬ۚͷਪਐ

（1）ͳͥࠓ、๏人༬ۚͳͷ͔

ຽؒඇۚ༥๏人企業のۚ༥࢒࢈ࢿ高は、2025年12݄຤で1
673ஹԁとなっており、ここ10

年で6ׂ૿ڧՃしている。このうͪ、352ஹԁにの΅るݱ༬ۚも૿Ճをଓけており、ۚ༥࢈ࢿ

全体の2ׂڧを占めている。企業෦໳では、ࣜגやର外直઀౤ࢿなどの࢈ࢿも૿Ճしているが、

。もなお厚い（図表12）ۚࢿ༬ۚとしてอ༗されているݱ
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図表12　ຽؒඇۚ༥๏人企業ͷۚ༥資産ߴ࢒

（備考）日本ۜߦ「ۚࢿ॥؀౷ܭ」より、৴ۚ中ۚ૯ݚ作成
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図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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また、中小企業では、ઌߦきෆ透໌感や人手ෆ଍、ܧޙ者໰୊などをഎܠに、౤ࢿに৻重な

࢟੎がଓいている。こうしたなか、中小企業は大企業に比΂てۚ༥࢈ࢿに占めるݱ༬ۚのׂ߹

が高く、大企業が2ׂऑであるのにରして、中小企業はա半を占める。Ճえて、ۚ༥࢈ࢿのӡ

用ར回りも௿く、大企業が3％を௒えるਫ४となっているのにରし、中小企業は0.6％ఔ౓に

とどまる（図表1�）（஫2）。大企業では、ւ外ࢠձࣾ౳からの受औ഑౰ۚの૿Ճなどがӡ用ར回

りをԡし上͛ている໘もあるが、中小企業では࢈ࢿӡ用の高౓Խがे分にਐΜでいない状況に

あるとみられる。

企業෦໳のۚ༥࢈ࢿが૿Ճ͢るなかで、ݱ༬ۚとしてอ༗されているۚࢿも૬Ԡの規模をҡ

࣋していることにՃえ、中小企業では؅ۚࢿཧやӡ用վળの༨地も大きい。したがって、๏人

༬ۚは、৴用ۚݿにとって։୓༨地の大きい分野とҐஔ෇けることができる。๏人༬ۚのਪਐ

は、୯なる༬ۚ࢒高のੵ上͛にとどまらͣ、企業の؅ۚࢿཧやӡ用ޮ率のվળと݁び෇けてఏ

Ҋしうる༨地がある。
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図表1�　企業ن໛別ͷۚ༥資産ʹ઎Ίるݱ༬ۚͷׂ߹、ۚ༥資産ͷӡ༻རճΓ

（備考）1．中小企業はࢿ本ۚ1ઍ万ԁ以上1ԯԁ未満、大企業はࢿ本ۚ1ԯԁ以上の๏人企業（いͣれもۚ༥業ɾอݥ業をআく）
2．ۚ༥࢈ࢿに占めるݱ༬ۚのׂ߹＝ݱ༬ۚ（ظ຤）ʸۚ༥࢒࢈ࢿ高（ظ຤）、ۚ༥࢒࢈ࢿ高＝ݱ༬ۚʴ༗Ձূ݊ʴ౤ࢿ
そのଞの࢈ࢿ（আく౤ࢿෆಈ࢈）、ۚ༥࢈ࢿのӡ用ར回り＝受औརଉ౳ʸۚ༥࢒࢈ࢿ高（ظटɾظ຤平均）、いͣれ
もݪ数஋
作成ݚより、৴ۚ中ۚ૯「ௐࠪܭ๏人企業౷」຿省ࡒ．3

（ۚ༥資産ʹ઎Ίるݱ༬ۚͷׂ߹） （ۚ༥資産ͷӡ༻རճΓ）

（஫）2．৴ۚ中ۚ૯ݚϨϙʔτ「中小企業のࡒ຿分ੳɿίετ૿にର͢るϦεΫ଱性を中心に」ࢀ考ɿIUUQT�//XXX.TDCSJ.KQ/
SFQPSUT/FDPOPNJDT/20260�30�QPTU�658 .IUNM
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（2）๏人༬ۚਪਐͷରԠͷํ޲性

๏人༬ۚのਪਐは、ᶃ「༥ࢿγΣΞにͮجく༬ۚ֫ಘ」、ᶄ「๏人のϝΠϯԽਪਐ」、ᶅ「໘

తなऔҾ֦大」、ᶆ「՝୊ղܾܕఏҊのڧԽ」という�ͭの方޲性から੔ཧできる（図表1�）。

ᶃ　ʮ༥資γΣΞʹͮ͘ج༬ۚ֫ಘʯ

৴用ۚݿは地域における中小企業޲け༥ࢿにڧみを༗しているが、༥ࢿઌのച上入ۚやࢧ෷

औҾをࢿにྲྀれているέʔεは少なくないとみられる。この状態では、༥ߦにͭいて、ଞࡁܾ

༗していても༬ۚの೪ண性は高まりにくい。したがって、ط存༥ࢿઌにରしては、आ入࢒高ͩ

けではなく、֤छ༬ۚ࢒高、څ༩ৼ࠲ޱ、ࠐৼସ、ΠϯλʔωοτόϯΩϯάのར用状況まで

ؚめ、औҾ全体を೺Ѳしていくඞ要がある。ӡసۚࢿ、ചֻۚ回ऩ、ೲ੫、څ༩ࢧ෷など、企

業のۚࢿϑϩʔをՄ視Խし、༥ࢿγΣΞに見߹う༬ۚγΣΞの֬อにͭな͛ていくことが重要

である。

ᶄ　ʮ๏人ͷϝΠϯԽਪਐʯ

ここでいうϝΠϯԽとは、ച上入ۚ、࢓入ࢧ෷、څ༩ৼࠐ、੫ެۚೲ෇、आ入ۚฦࡁなど、

企業の日ৗతなۚࢿ॥؀の中心に৴用ۚݿの࠲ޱをਾえることである。ϝΠϯԽਪਐの重点ର

৅としては、ίϩφՒでθϩθϩ༥ࢿをར用したようなઌが͛ڍられる。これらのઌは、ۚࢿ

؅ཧにとどまらࡁをอ༗しଓけている企業が少なくない。ฦۚࢿݩに厚めの手ܠりෆ҆をഎ܁

ͣ、༨৒ۚࢿの༬けઌやܾ࠲ޱࡁのҰ本ԽなどをఏҊし、आ入ઌからϝΠϯઌへとҾき上͛て

いくඞ要がある。また、本業ࢧԉを௨͡てؔ܎をਂめているઌも༗๬である。ൢ࿏։୓、人材

֬อ、ิॿۚࢧԉなどを௨͡てϦϨʔγϣϯのあるઌでは、ۚ༥໘のఏҊも受け入れられや͢

い。ۚࢿ༨৒をଞߦにྲྀさͣ৴用ۚݿにとどめる΂く、ΠϯλʔωοτόϯΩϯά、૯߹ৼࠐ、

みをਤることࠐのғۚࢿαʔϏεをҰ体でఏҊし、日ৗࡁなどのܾߦৼସ、ೲ੫、ऩೲ୅࠲ޱ

が༗ޮである。

ᶅ　ʮ໘తͳऔҾ֦大ʯ

๏人༬ۚのਪਐにあたっては、企業୯体ではなく、୅ද者、਌଒、ܧޙ者、ै業һまでをؚ

めたऔҾ֦大をਐめるඞ要がある。中小企業では、これらのݸ人औҾが企業औҾとີ઀に݁び

෇いている。୅ද者にରしては໾һใुৼࠐやݸ人༬ۚ、࢈ࢿӡ用、૬ଓରࡦ、਌଒やܧޙ者

にରしては事業ঝܧに൐う࢈ࢿҠసやೲ੫ۚࢿ、ै業һにରしてはڅ༩ৼ࠲ޱࠐ、ੵཱ、֤छ

ϩʔϯ、/*4"などのఏҊが考えられる。こうしたऔ૊みは、๏人औҾとݸ人औҾを૬ޓにิ

。൫を໘తに広͛ることにͭながるجし、औҾ׬

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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ᶆ　ʮ՝୊ղܾܕఏҊͷڧԽʯ

事業ঝܧɾ.�"、૬ଓ、੫຿、؅ۚࢿཧ、ิॿۚ、ୀ職ۚ४備など、๏人のܦӦ՝୊と݁

び෇いたఏҊӦ業をਐめることが重要である。๏人༬ۚは、ӡసۚࢿや内෦ཹอの受けࡼであ

るͩけでなく、ୀ職ۚ४備、ঝܧ४備、ೲ੫ۚࢿ、૬ଓޙの؅ۚࢿཧとも݁び෇く。৴用ۚݿ

は、੫ཧ࢜、ձ࢜ܭ、ห࢜ޢ౳のઐ໳Ոと࿈ܞし、これらにର͢る૬ஊػೳをڧԽ͢ることで、

๏人༬ۚ、ݸ人༬ۚ、༥ࢿをؚΉ૯߹औҾԽにͭな͛ることができる。

以上のように、๏人༬ۚのਪਐは、୯ൃの༬ۚ֫ಘࡦࢪとしてではなく、ط存औҾのਂߞか

ら૯߹औҾԽへとஈ֊తにਐめることがٻめられる。

•融資シェアに比べて預金シェアが低い先を把握

•売上入金、支払決済、給与振込、納税口座等の資金フローを可視化

•要求払預金、定期性預金、余資滞留口座の獲得余地を点検

融資࢔࢙ࢩにᇶ࡙ࡃ㡸金⋓ᚓ

•売上入金、仕入支払、給与振込口座等の集約を提案

•インターネットバンキング、総合振込、口座振替、収納代行等の導入を推進

•ゼロゼロ融資利用先、本業支援先、資金余剰先を重点対象として深耕

法人のメイン化推進

•代表者の個人預金、資産運用、相続対策の提案

•親族・後継者に対する承継資金、納税資金、住宅取得等への対応

•従業員の給与振込、積立、ローン、NISA等を通じた職域取引の拡大

面的な取引拡大

•事業承継、税務対応、自社株対策、納税資金確保

•資金管理、余資運用、退職金準備、補助金活用支援

•M&A後の口座再編、法人・個人資産の整理

•専門家連携を通じた総合取引化の推進

課題解決型提案の強化

図表1�　๏人༬ۚਪਐͷରԠͷํ޲性

（備考）৴ۚ中ۚ૯ݚ作成
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৴用ۚݿの༬ۚを८る՝୊は、୯なるؾܠ॥؀やҰ࣌తなڝ૪ܹԽの໰୊にはとどまらない。

௕ظの௿ۚརڥ؀のもとでは໨ཱͪにくかった༬ۚߏ଄上の՝୊が、「ۚརのあるੈք」への

Ҡߦによってվめてݦ在Խしてきたとみることもできる。大手ۜߦによる৽規֫࠲ޱಘΩϟϯ

ϖʔϯによるݍࡁܦへのғࠐみや、Πϯλʔωοτઐ業ۜߦの૿੎֦大、「ஷ஝から౤ࢿ」への

ྲྀれ、高ྸԽや東京Ұूۃ中をഎܠと͢る૬ଓۚࢿのҠಈなど、外෦ڥ؀の変Խは重૚తであ

り、৴用ۚݿの༬ۚج൫はैདྷ以上にબ別と比ֱのର৅となっている。

৴用ۚݿの༬ۚಈ޲をみると、ここ10年はݸ人のఆظ性༬ۚがݮ少͢るҰ方、ݸ人の要ٻ

෷༬ۚと๏人༬ۚが૿Ճしてきた。ଞ方、ۜߦとの比ֱでは、ݸ人の要ٻ෷༬ۚの૿Ճは֓Ͷ

のऑさがみݿ性༬ۚの࣋直しや๏人༬ۚのੵ上がりでは、৴用ۚظ人のఆݸ、௨しているがڞ

られる。こうしたಈきは୯なる࢒高の૿ݮではなく、࠲ޱのϝΠϯԽやܾࡁ性ۚࢿのऔりࠐみ

をؚΉ༬ۚߏ଄の໰୊としてଊえるඞ要がある。

๏人༬ۚにはなお大きな։୓༨地がある。企業෦໳ではۚ༥࢒࢈ࢿ高が૿Ճをଓけ、そのな

かでݱ༬ۚとしてอ༗されているۚࢿもなお厚い。また、中小企業では大企業に比΂てۚ༥ࢿ

؅ཧやӡ用վળの༨地ۚࢿ、ӡ用ར回りは௿く࢈ࢿ༬ۚのׂ߹が高いҰ方、ۚ༥ݱに占める࢈

も大きい。したがって、๏人༬ۚのਪਐは、୯なる༬ۚ࢒高のੵ上͛ではなく、༥ࢿγΣΞに

見߹う༬ۚγΣΞの֬อ、๏人࠲ޱのϝΠϯԽ、୅ද者、਌଒、ै業һまでؚめた໘తऔҾの

֦大、事業ঝܧɾ૬ଓରԠや؅ۚࢿཧࢧԉ౳を௨͡た૯߹औҾԽとҰ体でਐめていくことが重

要となる。

ԉ౳をؚΉ૯߹औࢧܧԉ、ঝࢧ本業、ࡁܾ、ࢿめられるのは、༬ۚを༥ٻにݿ৴用ۚ、ޙࠓ

ҾのなかでҐஔ෇け直͢ことである。༬ۚ֫ಘڝ૪がڧまるなかでも、ط存औҾઌとのؔ܎を

ਂめ、ۚࢿのྲྀれ全体を೺Ѳし、՝୊ղܾを௨͡てऔҾを厚くしていく༨地はなお大きい。๏

人༬ۚの֫ಘは、৴用ۚݿの༬ۚج൫のڧԽにとどまらͣ、औҾઌ企業の՝୊ղܾや成௕ࢧԉ

を௨͡て、地域ࡁܦの׆性Խにもͭながりうる。༬ۚઓུのߏ࠶ஙとは、৴用ۚݿが༗͢るऔ

Ҿج൫を、ྔの֦大ͩけでなく、࣭の޲上へ݁び෇けていくऔ૊みであるといえよう。

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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（キーワード）�4--、αステφϏリテΟ、୤୸ૉ経営、&4(஍Ҭۚ༥、ߴѹΨス、อ҆ࠪݕ
（視ɹ点）
৴ۚ中ԝۚݿでは、৴用ۚݿ業քがڥ؀໰୊のղܾにҰ体となってऔり૊Ήため、લ中ܦظӦ

ը「4$#ετϥςδʔ2022ܭ 」における重要ςʔϚのҰͭとして、業քಠࣗのάϦʔϯઓུであ
る「しΜきΜάϦʔϯϓϩδΣΫτ」をελʔτした。本ϓϩδΣΫτは、৴用ۚݿ業քのۚࢿを地
域のάϦʔϯԽにかかるऔ૊みへ͢څڙる「ϑΝΠφϯε」、地方ެஂڞ体や中小企業の୤୸ૉԽ
に޲けたιϦϡʔγϣϯをఏ͢ڙる「ίϯαϧςΟϯά」、地域におけるڥ؀ෛՙ௿ݮに޲けたऔ૊
みをଅਐ͢る「ΤίϩΧϧ」の3ͭをபとしている。この3ͭのபのもと、国ɾ外෦ؔػと࿈ܞし、
৴用ۚݿおよび中小企業޲けの୤୸ૉԽαϙʔτϝχϡʔにかかる࿮૊みをߏஙしてきた。
このう 「ͪϑΝΠφϯε」、なかでも4--（αεςφϏϦςΟɾϦϯΫɾϩʔϯ）にয点を౰て、本
׆けた޲ௐしてऔり૊Ή୤୸ૉԽにڠとऔҾઌ企業がݿをൽ੾りにγϦʔζものとして、৴用ۚߘ
ಈを঺հ͢る。

（要ɹࢫ）
⿟੩ਗ਼৴用ۚݿは、「ͤいしΜ4%(Tએݴ」（2019年）や「੩ਗ਼৴用ۚݿ ΧʔϘϯχϡʔτϥ
ϧऔ૊方਑」（2023年）のԼ、औҾઌの୤୸ૉԽをࢧԉ͢る態੎をڧԽしている。ഓってき
た「૬ஊྗ」を෢ثに、୤୸ૉܦӦࢧԉにもऔり૊み、202�年3݄15日から「ͤいしΜ
4--」のऔѻいを։࢝し、本෦とӦ業ళでڠ働しながらऔҾઌχʔζにԠえている。

⿟（ג）Ψεᒾ中෦は、東ւɾ中෦地域をओなӦ業ΤϦΞとして、஝ੵしたಠࣗのϊ΢ϋ΢や
֤छσʔλにͮجいた高ѹΨεϓϥϯτのอ҆ࠪݕおよびઃܭɾ޻ࢪをओ業と͢る૯߹อ
る「࿨とௐ࿨」のԼ、「人と人とのͭ͛ܝ事業者である。άϧʔϓ全体の৴৚としてࠪݕ҆
ながり」を大੾にしながら事業を֦大し、࣍୅を見ਾえた数ʑの௅ઓも重Ͷている。202�
年6݄には、ܦӦ՝୊のҰͭであった全ࣾతな$02ྔݮ࡟の೺Ѳを実͢ݱるとともに、ࣾ内
の「ڥ؀഑ྀ」へのҙࣝをさらに高めるきっかけにͭな͛るため、4--のར用に踏み੾っ
た。「୤୸ૉ」を広ใɾϒϥϯσΟϯάのபのҰͭにҐஔ෇け、୤୸ૉܦӦのਂԽに޲けて
全ࣾతなऔ૊みをଓけている。

⿟໨Լのෆ҆ఆな国ࡍ৘੎౳を受けて、「୤୸ૉ」は、ܦӦのʠ最༏ઌʡにҐஔ෇けられるも
のではないかもしれないが、最近のࣗવ֐ࡂ౳に൐うਙ大なඃ֐にみられるとおり、地ٿ
Ӧ՝୊のҰͭであることにはܦ、൫そのものに直݁͢ることからجは事業ڥɾࣗવ؀ڥ؀
変ΘりないͩΖう。中小企業のΠϯηϯςΟϒを高める上で、地域ۚ༥ؔػができる最も
༗ޮなࢧԉࡦは「༥ࢿ」であり、とりΘけ、4--へのظ଴は大きいといえよう。

調 査

αεςφϒϧϑΝΠφϯεͷ͞ ΒͳΔڧԽʹ͚ͨ޲ ৴༻ۚݿͷ௅ઓᶃ
ʵ4--Λ׆༻͠ ͨ੩ਗ਼৴༻ۚݿͱࣜגձࣾΨεᒾத෦ͱͷʠೋਓ٭ࡾʡʹ ΑΔ୤୸ૉԽʹ͚ͨ޲௅ઓʵ

৴ۚதۚ૯ݚ ্੮ओ೚ڀݚһ

࿴඼　࿨ण
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৴ۚ中ԝۚݿでは、৴用ۚݿ業քがڥ؀໰୊のղܾにҰ体となってऔり૊Ήため、લ中ܦظ

Ӧܭը「4$#ετϥςδʔ 2022 」における重要ςʔϚのҰͭとして、業քಠࣗのάϦʔϯઓ

ུである「しΜきΜάϦʔϯϓϩδΣΫτ」をελʔτした。本ϓϩδΣΫτは、৴用ۚݿ業

քのۚࢿを地域のάϦʔϯԽにかかるऔ૊みへ͢څڙる「ϑΝΠφϯε」、地方ެஂڞ体や中

小企業の୤୸ૉԽに޲けたιϦϡʔγϣϯをఏ͢ڙる「ίϯαϧςΟϯά」、地域における؀

けたऔ૊みをଅਐ͢る「ΤίϩΧϧ」の3ͭをபとしている。この3ͭのபの޲にݮෛՙ௿ڥ

もと、国ɾ外෦ؔػと࿈ܞし、৴用ۚݿおよび中小企業޲けの୤୸ૉԽαϙʔτϝχϡʔにか

かる࿮૊みをߏஙしてきた。

このう 「ͪϑΝΠφϯε」、

なかでも4--（αεςφϏ

ϦςΟɾϦϯΫɾϩʔϯ）にয

点を౰て、本ߘをൽ੾りにγ

Ϧʔζものとして、৴用ۚݿ

とऔҾઌ企業がڠௐしてऔ

り૊Ή୤୸ૉԽに޲けた׆

ಈを঺հ͢る。なお、༥ࢿε

ΩʔϜとして、国内のαες

φϒϧϑΝΠφϯεのී及

ଅਐ౳を໨తに৴用ۚݿが

。ఆ͢るϑϨʔϜϫʔΫ（஫1）（以Լ「4--ϑϨʔϜϫʔΫ」という。）（図表1）をऔり上͛るࡦ

ୈ1஄となる本ߘでは、੩ਗ਼৴用ۚݿ（੩Ԭ県੩Ԭ市Ѯ۠）およびࣜגձࣾΨεᒾ中෦（੩Ԭ

県੩Ԭ市ॣՏ۠）のऔ૊事ྫを঺հ͢る。

なお、本ߘ作成にࡍして、੩ਗ਼৴用ۚܦݿӦ૬ஊ෦ ෭෦௕݉地域૑生 4%(T ਪਐ՝௕ 中野

ਅࣜג、༷ޗձࣾΨεᒾ中෦ ୅දऔక໾ࣾ௕ ന࠭ਅ༷にऔ材をさͤていたͩいた。و重なお

࣌ؒを௖ଷしたことに、この場をおआりしておྱਃし上͛たい。

融資

サービス利用料
レポート発行

相談

協力

フレームワーク
に対する評価

フレームワーク
組成支援

オピニオン
申込 外部機関

（e-dash（株）等）

ESG評価機関
（R&I等）

信用金庫 中小企業

信金中金

図表1　4--ϑϨʔϜϫʔΫͷΠϝʔδ

（備考）৴ۚ中ԝۚݿ企業成௕ਪਐ෦ࢿྉをもとに৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

（஫）1�．4--の࢓૊みは、「ݸ別ධՁܕ」と「ϑϨʔϜϫʔΫධՁܕ」に大別される。લ者は、&4(ධՁػ （ؔ֨෇ձࣾ౳）がݸ別
Ҋ݅をධՁ͢るものである。本ߘでऔり上͛るޙ者は、&4(ධՁػ （ؔ֨෇ձࣾ౳）がۚ༥ؔػによりࡦఆされたϑϨʔϜ
ϫʔΫをධՁし、ۚ༥ؔػはϑϨʔϜϫʔΫにͮجき૊成ɾ実ߦされるݸ別Ҋ݅のධՁをߦうものである。
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1．੩ਗ਼৴༻ۚݿ（੩Ԭ県੩Ԭ市Ѯ۠）ʹ Αる&4(஍Ҭۚ༥ͷڧԽʹ͚ͨ޲௅ઓ

（1）αεςφϏϦςΟਪਐʹ͚ͨ޲ଶ੎ͷߏங

੩ਗ਼৴用ۚݿ（図表2）は、以Լの3ͭのܦӦཧ೦をඪᒗし、これらをͻとݴでද͢ݱるた

め、ϝοηʔδとして「֗が޷き、人が͢き」をᨳい、地域ࣾձから愛され、པりにされる

৴用ۚݿを໨ࢦして、日ʑᬏਐしている。

2020年3݄から࿈ଓで、࢈ࡁܦ業省の݈ܦ߁Ӧ༏ྑ๏人（大規模๏人෦໳、ϗϫΠτ 500

は5回໨）のೝఆ（஫2）を、202�年6݄には厚生労働省の「ϓϥνφくるみΜϓϥε」ೝఆ（஫3）を

औಘ͢る౳、໾職һの໨ઢにཱった人తࢿ本ܦӦにもੵۃతにऔり૊Μでいる。

（஫）2�．࢈ࡁܦ業省ϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//XXX.NFUJ.HP.KQ/QSFTT/202�/03/20250310005/20250310005 .IUNM）をࢀর
3�．厚生労働省ϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//XXX.NIMX.HP.KQ/TUG/TFJTBLVOJUTVJUF/CVOZB/LPEPNP/TIPLVCB@LPTPEBUF/LVSVNJO/JOEFY.
IUNM）をࢀর

〈経営理念〉
1　地域社会の繁栄に貢献する。

静清信用金庫は、協同組織の地域金融機関として中小企業の発展と、人びとの豊かなくらし
に貢献します。

2　お客さまの信頼にこたえる。
静清信用金庫は、お客さまを大切にし、積極的で、健全な経営をすすめます。

3　よき信用金庫人をめざす。
わたくしたちは、知性を磨き、創意と工夫をもって、バイタリティあふれた行動をします。

（備考）1�．2026年3݄຤ݱ在
2�．γϯϘϧϚʔΫでは、໊ۚݿの「4」を中心にして、地ݩのओ要࢈業であるお஡の༿とຶ׷の༿をϞνʔϑに
し、それͧれで企業とऔҾઌをදしたྗڧい༂ಈ感をৢしग़している。「৴པを大੾に、एʑしくόΠλϦςΟ
あ;れる「ͤいしΜ」でありたい」というҙࠐؾみをදݱしている。
3�．੩ਗ਼৴用ۚݿϗʔϜϖʔδをもとに৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

図表2　ۚݿͷ֓ཁ

৴用໊ۚݿ ੩ਗ਼৴用ۚݿ

ཧ 事 ௕ ླ໦ ߦٛ

本ళ所在地 ੩Ԭ県੩Ԭ市Ѯ۠

ઃ ཱ 1922年3݄

໾ 職 һ 数 51�໊

༬ ۚ ྔ 9
298ԯԁ

ି ग़ ྔ �
173ԯԁ

γϯϘϧϚʔΫ
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2005年2݄に京都ٞఆॻがൃޮしたことをػに、ಉۚݿは、2007年౓から、「4501 地ٿ

ԹஆԽ」をςʔϚに、ؔ࿈Ωʔϫʔυを૊み入れた༬ିۚ঎඼ɾαʔϏεのఏڙにऔり૊Μ

できた。こうしたઌۦతなऔ૊みがධՁされ、2008年に、৴用ۚݿ業քでॳめて「平成20年

౓ 地ٿԹஆԽ๷׆ࢭಈڥ؀大ਉදজ」を受৆した。そのޙもண実にऔ૊みをܧଓし、2009

年6݄には「جڥ؀本方਑」（஫�）をࡦఆし、本෦にڥ؀担౰を഑ஔし、全Ӧ業ళにΤίϦʔμ

ʔを഑ஔ͢る౳、ܦڥ؀Ӧにର͢るܦӦ૚のίϛοτϝϯτをڧめ、態੎໘のڧԽもਤった。

2019年に「ͤいしΜ4%(T એݴ」（஫5）、その2023ޙ年には「੩ਗ਼৴用ۚݿ ΧʔϘϯχϡʔ

τϥϧऔ૊方਑」（以Լ「$/औ૊方਑」という。）を੍ఆし、औҾઌの୤୸ૉԽをࢧԉ͢る態

੎をڧԽ͢るとともに、「σί׆（஫6）」をޙԡし͢る༬ିۚ঎඼ɾαʔϏεのఏڙにもྗを入

れてきた。

また、੩Ԭ市が2022年�݄に୤୸ૉઌߦ地域にબఆされたことをػにઃཱされた「୤୸ૉ

ઌߦ地域ਪਐίϯιʔγΞϜ」や、202�年5݄に੩Ԭ県がઃཱした「しͣおか$/ۚ༥ίϯ

ιʔγΞϜ」に౰ॳからࢀը͢る౳、「地域୤୸ૉ」へのऔ૊みにͭいても૊৫を͛ڍてਪਐ

してきた。こうした૊৫తなಈきに実ޮ性を࣋たͤるため、ؔ࿈͢る৘ใऩूྗのさらなる

؀、のऔಘを঑ྭし（஫7）֨ࢿ省がೝఆ͢る୤୸ૉΞυόΠβʔڥԽにՃえ、໾職һには؀ڧ

。Ӧへのҙࣝを高めているܦڥ

2025年౓からελʔτした中ܦظӦܭը「ͤいしΜεϦʔΤϧϓϥϯ」（஫8）では、ج本ઓ

ུのҰͭに「ج٬ސ൫のڧԽ、地域ࡁܦへのݙߩ」を͛ܝ、その۩体ࡦのҰͭとして「4%(T、

୤୸ૉのऔ૊みࢧԉ」を͛ڍ、国ࡍతなைྲྀにおいて「୤୸ૉ」に޲けたʠ޲かい෩zがある

中でも、લ޲きな࢟੎でऔり૊Μでいる。

୤୸ૉܦӦࢧԉでは、地ݩ企業のほか৴ۚ中ԝۚݿからの঺հઌ౳とఏܞし、ඞ要にԠ͡

てఏܞ業者を঺հ͢る౳、औҾઌからの૬ஊにԠ͡ている。また、202�年�݄から、外෦ͩ

けではなくݿ内へのϝοηʔδ性をよりҰ૚高めることを໨తに、「୤୸ૉܦӦを「৽たな

「入͢るߪ」、「ら͢ݮ」、みに」。」と୊͢るύϯϑϨοτ（஫9）を作成し、「知る」、「ଌる」ڧ

というಠࣗの視点で୤୸ૉιϦϡʔγϣϯのఏҊ׆ಈにऔり૊Μでいる。

（஫）��．੩ਗ਼৴用ۚݿϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//XXX.TFJTIJO�TIJOLJO.DP.KQ/BCPVU/FOWJSPONFOU/BDUJWJUZ.IUNM）をࢀর
5�．ซͤて「ͤいしΜ4%(T Ϛοϓ」もެදしている（IUUQT�//XXX.TFJTIJO�TIJOLJO.DP.KQ/BCPVU/TEHT/JOEFY.IUNM）。
6�．୤୸ૉにͭながる৽しい๛かな฻らしを૑る国ຽӡಈの愛শ（IUUQT�//POEBOLBUBJTBLV.FOW.HP.KQ/EFDPLBUTV/）
রࢀ省ϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//QPMJDJFT.FOW.HP.KQ/QPMJDZ/EFDBSCPOJ[BUJPO@BEWJTPS/）をڥ؀．�7
8�．「3FWPMVUJPO（変ֵ）」、「&WPMVUJPO（ਐԽ）」、「4PMVUJPO（՝୊ղܾ）」の3ͭの「-」をίϯηϓτにしている。
9�．੩ਗ਼৴用ۚݿϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//XXX.TFJTIJO�TIJOLJO.DP.KQ/UPQJDT/202�/2�0�30 .IUNM）をࢀর
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ಉۚݿは、2022年3݄に૑ཱ100प年

をܴえたことをػに、それまでഓってき

たίϯαϧςΟϯάྗを「૬ஊྗ」（図表�）

としてさらにલ໘にԡしग़し（஫10）、「地域

をकり、কདྷにΘたり฻らしや͢いڥ؀

֗ͮくりをਐめる」という໾ׂをՌた͢

΂く、ᬏਐしている。

（2）4--ϑϨʔϜϫʔΫͷ૊੒・ී͚ͯ޲ʹٴ

$/ औ૊方਑をࡦఆした౰࣌、ܦӦ૬ஊ෦では、4-- ϑϨʔϜϫʔΫの૊成へ޲けたݕ

౼をطに࢝めており、৴ۚ中ԝۚݿαεςφϏϦςΟਪਐ෦（ݱɾ企業成௕ਪਐ෦αεςφ

ϒϧۚ༥ਪਐάϧʔϓ）や3�*（֨෇౤ࢿ৘ใηϯλʔ）とのҙ見ަ׵を重Ͷていた。αε

ςφϒϧϑΝΠφϯεؔ࿈のۚ༥঎඼ɾαʔϏεはଟذにΘたるが、ಉ෦では、「࢓૊みが

γϯϓϧで、औҾઌへのϝοηʔδとしても分かりや͢い」という؍点から、4-- ϑϨʔ

ϜϫʔΫを࠾用し、202�年3݄15日から「ͤいしΜ4--」のऔѻいを։࢝している（஫11）。な

お、औѻいにあたってのه者ձ見は、৴ۚ中ԝۚݿ੩ԬࢧళからのఏҊで、ࡾౡ৴用ۚݿ（੩

Ԭ県ࡾౡ市）と߹ಉで実ࢪし、地ݩのϚείϛ౳で大きくऔり上͛られた。

औҾઌへの4-- ϑϨʔϜϫʔΫのఏҊ׆ಈでは、3�*からのΞυόΠεを踏まえ、本෦

とӦ業ళでの໾ׂ分担をపఈしている（図表�）。また、ఏҊにあたっての৘ใఏڙや415T

（4VTUBJOBCJMJUZ 1FSGPSNBODF 5BSHFUTɿαεςφϏϦςΟ໨ඪ஋）ୡ成状況の֬ೝにͭいては、

。しているࢪ働して実ڠӦ૬ஊ෦とӦ業ళでܦ

図表�　ʮ૬ஊྗʯΛΠϝʔδͨ͠ΩϟϥΫλʔ

（備考）৴ۚ中ۚ૯ࡱݚӨ

（஫）10�．Ӧ業ళがऔҾઌから૬ஊを受け෇けたࡍ、Ӧ業ళ担౰者がΠϯτϥωοτに入ྗした内༰をܦӦ૬ஊ෦担౰者が֬ೝし、
。っているߦԉをࢧ๚໰͢る౳、本෦とӦ業ళでҰ体となった൐૸ߦԉ方๏をܾఆした上でಉࢧ

11�．੩ਗ਼৴用ۚݿϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//XXX.TFJTIJO�TIJOLJO.DP.KQ/UPQJDT/202�/2�0315@3 .QEG）をࢀর

（備考）औ材をもとに৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

図表�　 ಉۚݿʹ͓͚る4--ਪਐଶ੎

෦ॺ໊ ໾ׂ

Ӧ業ళ औҾઌにର͢る4--の৘ใఏڙ、༥ࢿ実ߦまでの手ଓき、実ޙߦのਐ௙؅ཧ

Ӧ૬ஊ෦ܦ 415TઃఆにかかるΞυόΠεɾ৘ใఏ415、ڙTの野心性൑அ、415Tୡ成状況の֬ೝ、
415Tୡ成状況の֬ೝを௨͡た$02ഉग़ྔݮ࡟に޲けたΞυόΠε

༥ࢿ෦ 4--の৹ࠪ

Ӧ業ਪਐ෦ 4--をؚめたαεςφϒϧ༥ࢿのਪਐࡦのݕ౼、Ӧ業ళのਪਐࢧԉ
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2026年5݄຤࣌点でのͤいしΜ4--の実݅ߦ数は30݅以上となり、ར用している業छも

ଟذにΘたる。また、実ޙߦに415Tをୡ成しているઌは、全体の7ׂ以上に上る。

材ྉඅ上ঢや人材ෆ଍などの՝୊を๊える中にݪӦ૬ஊ෦の૝いとしては、地域企業がܦ

おいて୤୸ૉԽをਐめるために、ޙࠓはίετݮ࡟に直݁͢る「省Τωࢧԉ」に࣠଍をஔい

たऔ૊みに஫ྗしていきたいという。

【インタビュー】
信金中央金庫企業成長推進部サステナブル金融推進グループ 小暮徹次長

米国では、第2次トランプ政権による「脱・脱炭素」への政策
転換の下、パリ協定から再離脱し、電気自動車（EV）促進政策の
見直しや化石燃料重視の政策への転換といった揺り戻しが起こっ
ている。欧州においても、温室効果ガス（GHG）の排出削減目標
が後退する等、「脱炭素」に陰りがみえているのではないかとい
う印象が強まっているように見受けられる。しかし、「脱炭素」は、
単なる環境問題や地球温暖化への対策にとどまらず、枯渇が懸念
される、石油をはじめとする化石燃料由来の製品から再生可能エネルギーや代替素材への転換
という大きな意義を持っている。

2026年2月末から始まったホルムズ海峡の封鎖により、原油輸送が滞り、石油由来製品の
高騰等、エネルギーの安定供給面での悪影響が出ている。特に日本は、化石燃料等のほぼすべ
てを海外からの輸入に依存していることから、多くの日本企業は、「脱炭素」への転換を必要不
可欠なものと改めて認識しているのではないだろうか。

こうした中、「 しんきんグリーンプロジェクト」は、2022年4月から、まさにこれらへの“解”
を示しており、「脱炭素」は、中小企業の成長ドライバーになりえるだろう。2030年までに、
信用金庫が「脱炭素」を成長ドライバーと捉えて実践し、課題解決機能を強化できれば、地域
の中小企業の間で「グリーンのことなら信金に相談しよう 」といった雰囲気が醸成され、いわ
ゆる「信用金庫＝グリーン」というブランドイメージの構築につながることへの期待が高まる。

大企業では気候変動に関連した開示（TCFD）の義務化が始まり、脱炭素化に取り組むことが
社会的責任といわれるほどまでになっている。一方、中小企業には、脱炭素化に取り組むイン
センティブが曖昧である。こうした中小企業のインセンティブを高める上で、地域金融機関が
できる最も有効な支援策は「融資」であり、とりわけ、SLL（サステナブル・リンク・ローン）
だろう。ゆえに、中小企業に寄り添う信用金庫がSLLを取り扱うことは、中小企業の脱炭素化
を後押しする一つの手立てとなる。

そのため、信金中央金庫としては、今後とも、信用金庫業界におけるSLLの組成サポートに
全力で取り組むとともに、「信用金庫取引先企業の持続可能性の深化」というポジティブなイン
パクトにつながる世界の実現に向かって、多くの信用金庫とタッグを組んで邁進していきたい。
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͚ͨ޲ʹӦͷਂԽܦձࣾΨεᒾத෦（੩Ԭ県੩Ԭ市ॣՏ۠）ʹΑる୤୸ૉࣜג．2 ௅ઓ

（1）企業ͷ֓ཁ

　ᶃ　ࣄ業ͷ֓ཁ

ಉࣾは、（ג）Ψεᒾ（஫12）（࡛ۄ県ேբ市）のؔ࿈ձࣾであり、東ւɾ中෦地域をओなӦ業

ΤϦΞとして、஝ੵしたಠࣗのϊ΢ϋ΢や֤छσʔλにͮجいた高ѹΨεϓϥϯτのอ҆ݕ

ࠪおよびઃܭɾ޻ࢪをओ業と͢る૯߹อ҆ࠪݕ事業者である。ࣾһ数は、໾һおよびύʔτ

ࣾһをؚめて60໊である（図表5）。

ന࠭ࣾ௕は、�人ܑఋの࣍உで、લ職では大手ిثػػϝʔΧʔで׆༂していたが、෕਌

で౰࣌ࣾ௕であったന࠭ࢯ࢘ܒ（ݱɾձ௕）からの੠かけを受けて、200�年�݄に入ࣾした。

なお、ന࠭ձ௕は、ࣾ௕をୀ೚ޙ、ैདྷからझຯにしていた

༸ϥϯの࠿ഓを事業Խ͢るため、࣋ ͪલのʠ୳ٻ心ʡをݪಈྗに、

日ʑݚᮎに౒めている。2019年5݄に、ಉ3໊ࢤと（ג）αϯ

αϯΦʔΩου（஫13）（੩Ԭ県੩Ԭ市ॣՏ۠）をઃཱし、東ೆΞ

δΞから༌入した༸ϥϯを೶場（੩Ԭ県ॣ東܊௕ઘொ）でҭて

ており（図表�）、東京υʔϜγςΟでຖ年։࠵される「ੈք༸

らΜల」ではৗ࿈ग़ల者として存在感を高めている。࠿、ޙࠓ

ഓٕज़をཱ֬さͤ、༸ϥϯ౳のϨϯλϧ事業を手ֻけるととも

に、Թࣨϋ΢εのԹ౓؅ཧをσδλϧԽ͢る౳、%9Խにもऔ

り૊Μでいきたいという。

（஫）12�．IUUQT�//HBTLFO.DP.KQ/をࢀর。そのଞのؔ࿈ձࣾとして、ϙϯϓίϯϓϨοα౳の回సثػの点ݕをओに手ֻける（ג）
ηϑςοΫ（࡛ۄ県ேբ市、IUUQ�//TBGUFD.HBTLFO.DP.KQ/DPNQBOZ/JOEFY.IUNM）がある。

13�．IUUQT�//TBOTBOPSDIJET.DPN/をࢀর

図表5　企業ͷ֓ཁ

（備考）1�．ࣸਅ（ӈ）は、୅දऔక໾ࣾ௕ ന࠭ਅ༷
2�．ಉࣾϗʔϜϖʔδ౳をもとに৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

୅ ද 者 ന࠭ ਅ

本ࣾ所在地 ੩Ԭ県੩Ԭ市ॣՏ۠

ओ ྗ 業 ຿ 高ѹΨεϓϥϯτの
อ҆業຿ࠪݕ

ै 業 һ 数 60໊

ઃ ཱ 年 ݄ 197�年݄̐

ࢿ 本 ۚ 2
000万ԁ

図表�　༸ϥϯϋ΢ε内

（備考）ಉࣾఏڙ
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ओ業と͢る高ѹΨεϓϥϯτのอ҆ࠪݕ業຿は、҆全がอたれていることࣗ体をܗとして

見ͤにくい。そのため、全国にे数ࣾしかないといΘれる࢈ࡁܦ業大ਉࢦఆอ҆ؔػࠪݕの

ొ࿥を受け、ಛ別ຽؒ๏人高ѹΨεอ҆ڠձがೝఆ͢るࠪݕ事業者੍౓「高ѹΨεϓϥϯτ

事業者ೝఆϚχϡΞϧ」（஫1�）に४͡たରԠもపఈしており、業ք内ではτοϓΫϥεのࠪݕ

こらないことがىがނみとして、औҾઌにରして、「事ڧる。こうした実੷をތ実੷をࠪݕ

౰たりલ」というαʔϏεのՁ஋を実感してもらえるよう౒めている。άϧʔϓ全体でのݕ

ࠪһ数は໿130໊に上るため、ؒظࠪݕの୹ॖԽを実ݱでき（஫15）、この人材の厚みもαʔϏ

εのՁ஋޲上にͭながっている。ɹ

ಉࣾは、以Լのとおり、άϧʔϓ全体の৴৚として͛ܝる「࿨とௐ࿨」のԼ、ܦӦの最重

要ࡦࢪとして、อ҆ࠪݕの඼࣭をؚΉαʔϏεՁ஋の޲上とともに、人ؒܗ成のڭҭにもྗ

を入れている。

（஫）1��．IUUQT�//XXX.LIL.PS.KQ/1PSUBMT/0/LIL/JOTQ/HZPVNV/2026/30303�18 .QEGをࢀর
15�．௨ৗ3日を要͢るとこΖを2日でࡁまͤられる。ؒظࠪݕを୹ॖできることで、高ѹϓϥϯτのՔ働をࢭめるؒظを୹く
できるため、औҾઌにとってもෛ担ܰݮになっている。

〈信条〉「和と調和」
豊かな人間関係をつくることにより協調が生まれ、そこに発展的な繁栄と幸福がある

［指針］ 「安全の確認、売上の促進、経費の節減」
［経営方針］
改革（Change）、創造（Create）、挑戦（Challenge）のスリー Cを行動基盤として、
一、コンプライアンス意識を持った誠実・公正な行動
業務に係るルール、法令、社会規範を遵守し、誠実・公正に行動する。
① 職場における安全・健康の確保を最優先に行動
② 関係法令、社内規程、手順書の遵守
③ 事故やクレーム、災害の未然防止に配慮した環境の整備
④ お客様の声に真摯に耳を傾け、迅速かつ誠実に対応
⑤ 職場におけるハラスメントの防止
一、革新志向による新たな事業成長の追求
長期的な成長を実現するためには革新的な新しいサービス、事業を構築し、成長させることが
求められます。既存事業の技術の革新とともに、新しいことに関心を持ちチャレンジをする。
① 新たな発想で顧客価値の高い開発・サービス、生産性向上にチャレンジする。
② 問題が生じた場合には、直ちに原因を究明し、適切な再発防止策、改善策等の措置をとる。
③ 新たなコア事業として、水素、アンモニア、一般高圧関連の検査・工事の成長を追求していく。
④ 新たなコア事業として、バルク貯槽告示検査の成長を追求していく。
一、環境改善への取組みによる業務の効率化
環境に配慮したサービス・技術・事業活動を通じて、地球環境・地域環境の保全に貢献する。
① 自らの業務活動の中で、ムリ、ムラ、ムダの問題点をあぶりだし業務の改善に取り組む。
② 省エネルギー、廃棄物の削減、リサイクルなど、環境に配慮した業務活動に積極的に取り組む。

（備考）औ材をもとに৴ۚ中ۚ૯ݚ作成
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ྫえば、ࣾ һݚमでは、外෦ίϯαϧλϯτからΞυόΠεを受けて、֊૚別（「Ұൠ」、「中

、し、֤֊૚にԠ͡た業੷ධՁ੍౓もઃけている。最近ではࢪに実（「෦װ」、「ڃ上」、「ݎ

νʔϜϏϧσΟϯάをڧԽ͢る内༰をओと͢る૒方ܕ޲のݚमに੾りସえたとこΖ、ࣾһか

らϘτϜΞοϓのఏҊが૿え、֤छձٞでもࢀՃ者全һがੵۃతにൃ͢ݴるようになる౳、

、業຿ではࠪݕमの成Ռがදれているという。また、高ѹΨεのอ҆ݚ、がग़てきておりؾ׆

国Ո֨ࢿを༗͢るࠪݕ੹೚者をϦʔμʔとして3～ �໊1૊でରԠ͢ることから、νʔϜϏ

ϧσΟϯάはܽかͤͣ、この点でもݚमでのֶびが׆かされている。

高ѹΨε੡଄อ҆੹೚者౳の業຿上ඞ要な国Ո֨ࢿのऔಘには、最୹でも3年（平均5年）

を要͢る。そのため、作業の手ॱॻをσδλϧԽし、J1BEやεϚʔτϑΥϯさえࣾһの手

にあれば、「5FBDINFݩ #J[」ΞϓϦ（஫16）で、ඞ要にԠ͡てಈը౳で業຿内༰を֬ೝでき、か

ֶͭͿことができるڥ؀を੔えている。0+5をิ͢׬る৽入ࣾһڭҭのπʔϧとしても大

いに༗ޮ׆用している。ޙࠓ、業຿上でτϥϒϧが生͡たࡍのରॲ๏౳もσδλϧڭ材Խ

͢ることで、中ݎɾ中్ࣾһにとっても༗ӹな%9πʔϧになるよう、ચ࿅していきたいと

いう。

また、Ն場が業຿のൟ๩ظのため、ࣾһの೤中঱ରࡦにも万全をظしている。๷രܕϑΝ

ϯ෇き΢ΣΞをࢼしてඅ用ରޮՌをূݕした上で、2025年6݄のվਖ਼労働҆全Ӵ生規ଇのࢪ

、ϑΝϯ෇き΢ΣΞとともにः೤ϔϧϝοτをಋ入した。2026年౓からはܕに߹Θͤ、๷രߦ

ϕετλΠϓの作業ணもಋ入している。ॵさࢦ数ܭଌثもಋ入し、作業場でのݥة౓にԠ͡

たରࡦのࣔࢦをపఈしている（図表�）。

大手ࣗಈंϝʔΧʔؔ࿈の作業所では

「҆全ࣔܝ൘」のઃஔがٛ຿෇けられて

いることを考ྀし、ಉࣾでもઃஔをඞਢ

にしており、「ࣾһの҆全」に༨೦がない。

そのほか、ࣾ内のίϛϡχέʔγϣ

ϯڧԽにもྗを入れており、෱ར厚生

のҰ؀として、最近、ࣾ内でࣗओతに

ཱͪ上がったΫϥϒ׆ಈのެೝをݕ౼

͢る౳、全ࣾの෩௨しをྑく͢るよう

౒めている。

（஫）16�．IUUQT�//CJ[.UFBDINF.KQ/をࢀর

図表�　೤த঱ରࡦମ調νΣοΫ

（備考）ಉࣾఏڙ
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ന࠭ࣾ௕は、「いくら࢓事があって業੷が޷ௐでも、人ࡒがいなければձࣾを成௕さͤる

ことも࣋ଓさͤることもできない」とݴい、これからの企業ܦӦにとって「人ࡒの֬อ」は

生໋ઢͩとݴい੾る。そのため、ࣾ௕の࢓事は、「ࣾһが働きや͢いͮڥ؀くり、働きがい

のある職場ͮくりをਐめること 」ͩ とڧௐし、ࣗࣾの事業を࣍の50年にͭな͛られるよう、

「人が׆き׆きとしているձࣾ」を໨ࢦしたいと大いにҙࠐؾΉ。

　ᶄ　Ԋֵ

　　（Π）ʮ人と人とͷͭͳがΓʯʹཪ෇͚͞Εͨ、૑業͔Βࣄ業֦大·でͷඈ༂

ന࠭ձ௕は、1966年（౰࣌23ࡀ）、3໊の஥ؒとともに、ҰൠՈఉ用 -1Ψε༰ثのࠪݕ

をओ業と͢る大੩高ѹ（ג）（੩Ԭ県ॣ東܊௕ઘொ）をཱͪ上͛た。そのޙ、ෆೋ高ѹ（ג）

（੩Ԭ県ম௡市）と（ג）ٶ入όϧϒ੡作所（東京都中ԝ۠）との߹ซでઃཱした੩Ԭ高ѹ（ג）

（੩Ԭ県ॣ東܊௕ઘொ）のࣾ௕を຿め、-1Ψεϓϥϯτஷ૧の։์ࠪݕ（஫17）を手ֻけた。

しかし、߹ซޙの事業ӡӦにࢧোが生͡、Ψε業քから཭れることをࣙさないܾ心でいた

とこΖ、چ知とのۮવの࠶։をきっかけに（஫18）、（ג）Ψεᒾの૑業者であるނɾଜ本জࢯ

の঺հを受け、その人ฑにࠍれࠐみ、入ࣾをܾҙ͢る。ଜ本ࢯのԼで2年ؒにΘたって高

ѹΨεϓϥϯτのอ҆ࠪݕをֶびながら、ന࠭ձ௕の「੩Ԭに໭って高ѹΨεϓϥϯτの

Ӧޮܦることで͢ࢄの「地方にਐग़し、事຿所を分ࢯ事がしたい」という૝いと、ଜ本࢓

率を上͛、きめࡉかいαʔϏεをల։したい」というߏ૝がҰகし、197�年、લ਎にあた

る（ג）੩ԬΨεᒾのઃཱにࢸった。ന࠭ձ௕は、ৗに「人とのͭながり」を大੾にして

きたことから、લ職でഓってきたऔҾઌとの৴པをجに、ઃཱޙたった1年で県内γΣΞ

50％をୡ成͢るほどのٸ成௕を成し਱͛た。

その1987、ޙ年6݄に৽ઃした໊ݹ԰ग़ு所（愛知県໊ݹ԰市）をൽ੾りに、1991年11

݄には๛ڮ事業所（愛知県๛ڮ市）も։ઃし、中෦ݍへのਐग़をՌた͢ことができた。「औ

Ҿઌの近くでਝ଎なαʔϏεఏڙをしたい」というന࠭ձ௕の૝いはڧく、1997年10݄

には、໊ݹ԰ग़ு所をҠߦしてय़日Ҫ事業所（愛知県य़日Ҫ市）を։ઃした。この࣌、ࣾ

໊をݱ在の「Ψεᒾ中෦」に変ߋした。

こうした事業֦大にซͤて、1990年に、業քでॳめてঁ性の"छࠪݕһを஀生さͤ（஫19）、

1996年の࣌点では全国のঁ性ࠪݕһ�໊のうͪ3໊をಉࣾが占める౳、「ঁ性ࣾһの׆༂」

でޫ٭をཋびた（図表8）。

（஫）17�．高ѹΨεをऔりѻうثػをӡసఀࢭして分ղし、内෦の෗৯、ྼԽ、ଛইを直઀໨視やඇഁյࠪݕで֬ೝ͢る๏ఆ点ݕ
18�．౰࣌の࣌ྲྀを踏まえ、ന࠭ձ௕は、ۭௐثػをൢച͢るձࣾをཱͪ上͛ることをܾ心していたが、چ知から、ࠓまで生
きてきたΨε業քに໭るようޱઆかれたという。

19�．1986年に࠾用したঁ性事຿һが、1年ؒ、ࣾ内でٕࠪݕज़や知ࣝのษڧをし、高ѹΨεϓϥϯτのอ҆ࠪݕにおいてλ
ϯΫや഑؅౳の高౓なࠪݕɾݧࢼを実͢ࢪるためのઐ໳֨ࢿをऔಘした。
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1990年10݄、（ג）Ψεᒾとڞಉ։ൃしたंࠪݕをಋ入した（図表�）。ंࠪݕは、ύω

ϧंをվ଄したもので、ݧࢼີؾ૷ஔのほか͢΂ての׵ަ、ثػࠪݕ、۩޻ύʔπྨҰࣜ

を౥͢ࡌることで、ఱީにかかΘらͣ作業ができるようになった。作業һのҙ見をऔり入

れ、ंࠪݕからの༰ثのੵみ߱Ζしや޻۩ྨのऔग़し౳に൐う作業ෛ担をܰ͢ݮる޻෉を

౳、作業һのշద性も͢ࢪ

高めた。こうした作業һへ

の഑ྀは、作業ޮ率のվળ

にもͭながり、औҾઌから

も޷ධをಘた。

1999年5݄には、（ג）Ψ

εᒾとのڞಉで、ಠࣗのۭ

γεςϜ「୹ॖく׵ஔؾ

Μ」を։ൃした。これに

より、രൃ͢るݥة性（஫20）

をղফ͢るͩけでなく、௨

ৗ�日を要していたظ޻を

2日に୹ॖできたことで

（図表10）、高ѹΨεϓϥ

ϯτのՔ働をఀ͢ࢭるؒظ

を୹くでき、औҾઌのෛ担

。にもͭな͛たݮܰ

（஫）20�．ࠪݕのため、ஷଂλϯΫ内の-1Ψεをൈくには、ਫを஫入（ਫஔ׵）͢ るඞ要がある。しかし、஫入したਫによってஷ
૧内෦やӷ中ϙϯϓにࡺがൃ生͢ることがあった。また、෸点が高いϒλϯΨεをਫஔ͢׵ると、஫入したਫによって࠶
ӷԽしてλϯΫ内に͢ཹ࢒ることで、それを知らͣにϚϯϗʔϧを։けることによりരൃ͢るݥة性があった。

図表8　ঁ性ݕ査һͷ׆༂

（備考）ಉࣾఏڙ

図表10　ʮ୹ॖ͘Μʯͷैདྷํ๏とͷ比ֱ

（備考）ಉࣾఏڙ

図表�　ಋೖ͍ͯ͠るݕ査ं྆

（備考）৴ۚ中ۚ૯ࡱݚӨ
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このように、ٕज़໘、Ӧ業໘、૊৫体੍໘の͢΂てにおいてΠϊϕʔγϣϯをىこ͢こと

で、2000年୅に入るࠒには、中෦地方を୅ද͢るอ҆ࠪݕձࣾとしての地Ґをෆಈのもの

とした。2000年2݄には੩Ԭ県知事ࢦఆอ҆2002、ؔػࠪݕ年�݄には࢈ࡁܦ業大ਉࢦఆ

อ҆ؔػࠪݕのࢦఆを受け、ߦ੓に୅Θってެਖ਼なอ҆ࠪݕをߦえる体੍をཱ֬している。

こうして໊実ともにূ໌された高いઐ໳性と৴པから、業຿ΤϦΞも16府県へとܶత

に֦大した。

　　（ϩ）࣍ ୅Λݟਾ͑ͨ数ʑͷ௅ઓ

そのޙも事業֦大へのҙཉはਰえない。औりѻう小ܕのΨελϯΫは、௨ৗ20年ほどで

ഇ͢غることから、200�年�݄に࢈業ഇغ෺ऩूӡൖ業のڐՄをऔಘし、ಉ年10݄にはഇ

場をઃஔ͢る౳、ϦαΠΫϧ事業にもྗを入れている。また、ΨελϯΫを޻ॲཧث༰غ

ഇ͢غるࡍにΨεൈきの޻ఔでഉग़されるΨεをࣗࣾで༗ޮ׆用͢るため、2017年9݄か

ら、ίΠϯϥϯυϦʔのӡӦも手ֻけ

ている（図表11）。ӡӦϊ΢ϋ΢を࣋

ͭ大੩高ѹ（ג）から（ג）504&*（஫21）

（東京都඼઒۠）の঺հを受け、本ࣾ

にྡ઀͢る「ΫϦΞϥϯυϦʔ中ଜொ

ళ」をൽ੾りに3ళฮ（஫22）をӡӦし、�

߸ళの։ઃもݕ౼している。ίΠϯϥ

ϯυϦʔは、ຖ日5࣌から2�࣌まで

Ӧ業し、๷൜Χϝϥもઃஔしているこ

とから、ෆ৹者ରࡦという؍点からも

地域ॅຽから޷ධをಘている。

ਫૉΤωϧΪʔのকདྷ性にもいͪૣくண໨

し、ઐ໳の国Ո֨ࢿを༗͢るٕज़者をଟ数在

੶͢るڧみを׆かし、2016年1݄から、年1回

ٛ຿෇けられているਫૉεςʔγϣϯのอ҆

も手ֻけている（図表12）。ਫૉのほかΞࠪݕ

ϯϞχΞ౳の$02をഉग़しない࣍ੈ୅Τωϧ

Ϊʔや、最近஫໨されているྫྷഔを࢖用͢る

（஫）21�．IUUQT�//XXX.UPTFJ�DPSQPSBUJPO.DP.KQ/をࢀর
22�．2018年12݄に2߸ళの「ΫϦΞϥϯυϦʔ手ӽళ」、2020年5݄に3߸ళの「ΫϦΞϥϯυϦʔ中ౡళ」を։業している。

図表11　ΫϦΞϥϯυϦʔதଜொళ

（備考）৴ۚ中ۚ૯ࡱݚӨ

図表12　ਫૉεςʔγϣϯͷอ҆ݕ査

（備考）ಉࣾఏڙ
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ྫྷౚۭௐઃ備のอ҆ࠪݕにも事業の෯を広͛ているとこΖ

である。

事業֦大に൐い、੩ਗ਼৴用ۚݿ大ཬࢧళからの全໘తなࢧ

ԉを受け、2年ほどをかけて、2019年12݄、本ࣾɾ੩Ԭ事຿

所を৽ங、Ҡసした。Ҡసをܾめた౰࣌、地域ॅຽからは「ة

場ઃ備がઃஔされるのではないか」といったෆ҆の੠޻なݥ

が上がったが、࣏ࣗձ௕をは͡め地ॅݩຽとの地道なର࿩を

ଓけ、࣏ࣗձとのؒで、࣌֐ࡂにॅຽの๷ڌࡂ点として׆用

͢ることを໨తとしたڠఆをక݁した（஫23）。また、2020年か

らは、औҾઌからのఏҊで、࢈ࡁܦ業省のࣗӴత೩ྉ備஝ิ

ॿۚ（஫2�）を׆用し、๛ڮ事業所をൽ੾りに本ࣾɾ੩Ԭ事຿所

にも-1Ψεൃిػをઃஔし（図表1�）、࣌֐ࡂのҰ࣌ආ೉所としてपลॅຽが׆用でき

るよう備えている（஫25）。年1回の๷܇ࡂ࿅や֐ࡂରࡦઃ備の点ݕにも༨೦がなく

（図表1�）、地域๷ࡂの؍点からもʠ地域になくてはならないձࣾʡとして存在感を高めて

いる。

（஫）23�．࣏ࣗձから要੥があれば、࣌֐ࡂにආ೉してきたॅຽをҰ࣌తに受け入れる。
2��．IUUQT�//TBJHBJCVML.OFU/JOEFY.IUNMをࢀর
25�．ఀి࣌でもిؾのڅڙや()1（Ψεώʔτϙϯϓ）ۭ ௐの֬อ౳にࢧোがなく、Ψεを࢖ってࣽਬきもできる。

（備考）ಉࣾఏڙ

図表1�　๷܇ࡂ࿅
ᶃ ϚχϡΞϧʹ͍ͨͮج๷܇ࡂ࿅ ᶄ ͝Έା͔Βで͖る๷פΧούͷண༻܇࿅

図表1�　-1Ψεൃిػ

（備考）৴ۚ中ۚ૯ࡱݚӨ
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৽たなٕज़への௅ઓにも日ʑஎま͵ݚᮎを重

Ͷている。ྫえば、ஷ૧҆全ห（஫26）の์ग़؅の

औ෇けでは、औҾઌのྃঝをಘた上で、ಠࣗに

։ൃしたδϣΠϯτ（஫27）（図表15）を࢖用͢る

ことで、万Ұの์ग़؅のམԼを๷͗、࿙Ӯ事ނ

の事લ๷ࢭにもͭな͛ている。

このように、ৗに࣍୅を見ਾえながら、࣌ྲྀ

をૉૣく࡯知してྟػԠ変かͭεϐʔσΟʔ

にରԠできる「ڥ؀దԠܦܕӦ」の実ݱに޲け

てᬏਐしている。

（2）୤୸ૉܦӦͷਂԽʹ4͚ͨ޲--ϑϨʔϜϫʔΫͷ׆༻

ಉࣾは、大手ࣗಈंϝʔΧʔのؔ࿈企業ともऔҾがあることから、$02ഉग़ྔの見えるԽ

をは͡めと͢る୤୸ૉܦӦのਂԽに޲けてޡࡨߦࢼを܁りฦしてきた。

2019年3݄、ന࠭ࣾ௕にަ୅してからは、ຖ年ࡦఆ͢るܦӦ方਑の中でඞ 「方਑ڥ؀ͣ」

をఆめ、෦ॺ͝とにڥ؀໨ඪをઃఆ͢るとともに、ݸ人業੷໨ඪのҰ෦にも「ڥ؀」を૊み

入れている。「ڥ؀഑ྀ」へのऔ૊みの重要性にͭいては、年1回、ࣾ௕のߨ࿩でඞͣ全ࣾһ

にप知͢るとともに、2か݄に1回։࠵される෦ॺձٞでは、「ܦӦ方਑にରしてԿをしたか」

をϓϨθϯςʔγϣϯ͢ることで、֤෦での「ڥ؀഑ྀ」へのҙࣝを高めている。

このように「ڥ؀഑ྀ」へのҙࣝৢ成にऔり૊Ή中で、ന࠭ࣾ௕は、全ࣾతな$02ྔݮ࡟

を೺ѲできていないことをܦӦ՝୊のҰͭとして๊えていた。このλΠϛϯάで、੩ਗ਼৴用

૊みにؔ͢るઆ໌を受け、「これをར࢓Ӧ૬ஊ෦の担౰者から4--ϑϨʔϜϫʔΫのܦݿۚ

用͢れば、全ࣾతな$02ྔݮ࡟の೺Ѳにͭな͛ることができ、ࣾ内の「ڥ؀഑ྀ」へのҙࣝ

をさらに高めるきっかけにもなる」という֬৴をಘて、202�年6݄、そのར用に踏み੾るこ

とにした（஫28）。

「ͤいしΜ4--」の実ߦにあたりઃఆ͢る415Tやഉग़ݪ୯Ґ（஫29）のݕ౼では、੩ਗ਼৴用

とのંিを重Ͷ、ಉࣾの事業ಛ性に見߹ったものに͢ることができた。ैདྷから、Τίݿۚ

υϥΠϒやΞΠυϦϯάετοϓといったݺびかけをप知పఈしていたが、ݱ場へのҠಈ手

（஫）26�．ஷ૧内෦のѹྗがઃఆ஋を௒えたࡍにࣗಈతに作ಈし、Ψεやৠؾを์ग़ことでઃ備のഁଛやരൃを๷͙ための҆全૷ஔ
27�．์ग़؅のϑϥϯδ（࿈݁෦分）と҆全ห本体のؒにڬみࠐみऔり෇けるもので௏൪のߏػがある。
28�．༥ࢿ実ߦ日は202�年6݄28日で、༥ؒظࢿは5年ؒ、༥ֹۚࢿは5
000万ԁである。
（IUUQT�//XXX.TFJTIJO�TIJOLJO.DP.KQ/UPQJDT/202�/2�0628@7 .QEG）
29�．事業者の׆ಈの規模にؔ͢る （ྔྫɿిؾの࢖用ྔ、՟෺の༌ૹྔ、ഇغ෺のॲཧྔ、֤छऔҾֹۚ）のこと。ৄࡉは؀
省ϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//XXX.FOW.HP.KQ/FBSUI/POEBOLB/TVQQMZ@DIBJO/HWD/FTUJNBUF@05ڥ .IUNM）をࢀর

図表15　ஷ૧҆શห์ग़؅δϣΠϯτ

（備考）ಉࣾఏڙ
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ஈであるंࠪݕ両からの$02ഉग़ྔの全体に占める比重はґવとして大きいことが՝୊とし

て࢒っている。2026年6݄ݱ在で、415Tを2年࿈ଓでୡ成しているものの、ޙࠓ、さらな

る高みを໨ࢦして、大ܕɾ中ܕτϥοΫを中心に、ंࠪݕ両のߋ৽に౒めていきたいという。

なお、ಉࣾが「ͤいしΜ4--」をར用して୤୸ૉܦӦのਂԽにऔり૊Μでいることは、地

。も大きく、13ޮՌがあったというڹのϚείϛで大きくऔり上͛られ、औҾઌからの൓ݩ

こうしたことから、ޙࠓも、୤୸ૉに޲けたऔ૊みを広ใɾϒϥϯσΟϯάのபのҰͭにҐ

ஔ෇けたいとҙࠐؾΉ。

͓ΘΓʹ

ന࠭ࣾ௕からは、「୤୸ૉࣾձの実ݱに޲けて、国、企業、そしてݸ人のそれͧれのओ体で

۩体తなऔ૊みをਐめていくことがෆՄܽであり、中小企業のؒでは、4--ϑϨʔϜϫʔΫの

ར用をきっかけに、さらなる୤୸ૉԽがਐΜでいくことをئっていま͢。」というݴ༿をࣀった。

「୤୸ૉ」にͭいては、໨Լのෆ҆ఆな国ࡍ৘੎౳のӨڹを受けて、ઌಋతにऔり૊Μでき

た企業のؒでも「このまま୤୸ૉܦӦをਪしਐめてよいのか」というෆ҆の੠をฉくことが૿

えている。しかし、日本੓府がެද͢る֤छ৘ใをみるݶり、୤୸ૉのைྲྀを༳り໭͢ಈきは

みられͣ、また、（ג）Ψεᒾ中෦のように、ܦӦҙࢥとしてઌಋతに୤୸ૉܦӦにऔり૊Ήこ

とで、ࣾ内外への広ใɾϒϥϯσΟϯάに׆かしている中小企業も少なくない。

「୤୸ૉ」は、ܦӦのʠ最༏ઌʡにҐஔ෇けられるものではないかもしれないが、最近のࣗવ

൫そのものに直݁͢جは事業ڥɾࣗવ؀ڥ؀ٿにみられるとおり、地֐౳に൐うਙ大なඃ֐ࡂ

ることから、ܦӦ՝୊のҰͭであることには変ΘりないͩΖう。また、ࣗવ֐ࡂ౳のඃ֐によ

るࢧ෷いอۚݥ౳のෛ担は、最ऴతにはզʑに重くのしかかってくる。そのほか、೶業をは͡

めࣗવݯࢿにڧくґ存͢る業छでは、ީؾ変ಈରࡦにऔり૊まないことによる事業ػձのଛࣦ

ϦεΫは大きいͩΖう。

小฻࣍௕がΠϯλϏϡʔでίϝϯτしたとおり、中小企業のΠϯηϯςΟϒを高める上で、

地域ۚ༥ؔػができる最も༗ޮなࢧԉࡦは「༥ࢿ」であり、とりΘけ、4--へのظ଴は大きい。

また、৴用ۚݿがऔҾઌに୤୸ૉܦӦࢧԉをఏҊ͢るにあたっては、ʠ'BDF 5P 'BDF（ର໘Ӧ

業ྗ）ʡのڧみを׆かし、࣋ͪલのʠ૬ஊྗʡもൃشしてऔҾઌのજ在χʔζをټみऔりながら、

められていٻという視点をՃえることも「みࠐߜ業छの」、のఏҊઌをબఆ͢るにあたりޙࠓ

るのかもしれない。

ʪߟࢀจݙʫ
ɾ（ג）Ψεᒾ中෦（202�）ɼh Ψεᒾ中෦50年࢙ ɼɦ（ג）ग़൛จԽࣾ
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（キーワード）�中小企業白書、小規模企業白書、強い中小企業、稼ぐ力、経営リテラシー、
企業間連携、AIトランスフォーメーション（AX）

（視ɹ点）
中小企業ிでは、中小企業ج本๏ୈ11৚の規ఆにͮجき、1963年以߱、中小企業のಈ޲および
中小企業にؔして͡ߨたࡦࢪや͡ߨようと͢るࡦࢪを໌らかに͢るため、中小企業നॻを国ձにఏ
ग़している。また、小規模企業ৼجڵ本๏ୈ12৚の規ఆにͮجき、小規模企業のಈ޲および小規
模企業にؔして͡ߨたࡦࢪや͡ߨようと͢るࡦࢪを໌らかに͢るため、2015年以߱は、小規模企業
നॻも国ձにఏग़している。৴ۚ中ۚ૯ݚでは、200�年౓から中小企業നॻのར׆用ଅਐを໨తに、
৴用ۚݿ໾職һや৴用ۚݿऔҾઌの中小企業ɾ小規模事業者をओたるର৅ಡ者として、そのϙΠ
ϯτ౳をまとめている。
2026年൛の中小企業നॻと小規模企業നॻにͭいては、本年�݄2�日のֳܾٞఆをܦて、中小
企業ிϗʔϜϖʔδ౳でެදされた。中小企業നॻと小規模企業നॻは、中小企業ɾ小規模事業
者のࢧԉにܞΘるؔ܎者にとって、ͥͻԡさえておきたい重要なࢿྉのҰͭである。
本ߘでは、2026年൛中小企業നॻおよび小規模企業നॻのฤさΜにあたったલɾ中小企業ி 事
業ڥ؀෦ ௐࠪࣨ௕のԬా直໵ࢯからのώΞϦϯά内༰も੝りࠐみͭͭ、中小企業നॻおよび小規
模企業നॻのϙΠϯτを֓આ͢る。

（要ɹࢫ）
⿟2026年൛の中小企業നॻŋ小規模企業നॻにͭいては、中小企業ŋ小規模事業者のಈ޲にՃ
えて、中小企業が「ڧい中小企業」に޲けた「Ք͙ྗ」のڧԽを成し਱͛るためにඞ要なऔ
૊みや、小規模事業者がܦӦϦςϥγʔ޲上と企業ؒ࿈ܞによる事業のҡ࣋ŋ֦大を成し਱
͛るためにඞ要なऔ૊み౳にͭいてௐࠪ分ੳし、ܦӦ者のࢀ考となるσʔλや۩体తなऔ
૊事ྫも๛෋にަえながらղઆしている。

⿟നॻのฤさΜにあたったલɾ中小企業ி 事業ڥ؀෦ ௐࠪࣨ௕のԬా直໵ࢯからは、৴用ۚ
଴しており、とりΘظのͻとͭとしてؔػԉࢧりఴうدには地域にࠜ͟しͭͭ事業者にݿ
け、中小企業の"*׆用ଅਐなどの場໘において、より踏みࠐΜ 「ͩϓογϡܕ」のࢧԉを
実ફしてほしい、などのίϝϯτをいたͩいた。
⿟いͣれのനॻも、中小企業ɾ小規模事業者のχʔζを体ܥతに೺Ѳ͢る上で大きなॿけと
なる。中小企業ɾ小規模事業者に਎近に઀͢る৴用ۚݿ໾職һにとって、Ұಡに஋͢るྑ
ॻといえよう。

調 査

৴༻ۚݿͷࢹ఺Ͱͻ΋ղ͘ ����೥൛தখۀاനॻŋখن໛ۀاനॻ
ʮɻ͍ڧதখۀاʯͱʮՔ͙ྗʯʹ Ճ͑ ʮͯܦӦϦςϥγʔʯ͕ Ωʔϫʔυʵ

৴ۚதۚ૯ݚ ্੮ओ೚ڀݚһ

ുྮ　࣮

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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͸͡Ίʹ

2026年൛中小企業നॻおよび小規模企業നॻは、本年�݄2�日にֳܾٞఆされ、中小企業

ிのϗʔϜϖʔδ上でެ։された（஫1）。

৴ۚ中ۚ૯ݚでは、200�年౓以߱、年౓͝とに৴用ۚݿの視点から中小企業നॻのϙΠϯτ

をऔりまとめるとともに、2015年౓から৽しくൃץされた小規模企業നॻにͭいても৘ใൃ৴

をߦってきた。本年౓においても、中小企業നॻおよび小規模企業നॻのฤさΜにあたった中

小企業ிௐࠪࣨ௕にΠϯλϏϡʔを実ࢪし、֤നॻの࿦点を੔ཧした。

2026年൛中小企業നॻの෭୊はʮh ʹதখ企業ʱ͍ڧ h͚ͨ޲ Ք͙ྗ ͷɦڧԽʯ、小規模企業

നॻの෭୊はʮখن໛ࣄ業者ͷܦӦϦςϥγʔ্޲と企業ؒ࿈ܞʹΑるࣄ業ͷҡ࣋ ŋ֦大ʯと、

それͧれの内༰をू໿した෭୊が͛ܝられた。2026年൛のനॻでは、中小企業 ŋ 小規模事業

者のಈ޲にՃえ、中小企業が「Ք͙ྗ」のڧԽなどによって成௕を਱͛るためにඞ要なऔ૊み

や、小規模事業者がܦӦϦςϥγʔ޲上を௨͡て࣋ଓతなൃలを਱͛るためにඞ要なऔ૊みな

どにͭいて、๛෋なܦӦ事ྫもަえながら分ੳをߦっている。

なお、͢でに本年7݄よりॻళ౳でൃചされているॻ੶൛の໊শは「中小企業നॻ ŋ 小規模

企業നॻ」に౷Ұされ、੨৭がかったදࢴの「上ר」が中小企業നॻ、੺৭がかったදࢴの「Լ

。となっているࡋが小規模企業നॻと、こͪらもྫ年どおりҰ体感のある体「ר

ͪなみに、1963年以߱ൃץの中小企業നॻの෭୊には、その年の中小企業നॻのௐࠪ分ੳの

視点が৭ೱく൓өされる。そこで、図表1では、1990年以߱の中小企業നॻ෭୊の変ભ（15年

からは小規模企業നॻ෭୊も）と、本中ۚが実͢ࢪる「全国中小企業ؾܠಈ޲ௐࠪ」のओ要ࢦ

ඪである業況൑அ%.*.（全業छ）を比ֱରরできるܗでࣔしているので、ซͤて͝ࢀরいたͩ

きたい。

（஫）1．中小企業ிϗʔϜϖʔδ（IUUQT�//XXX.DIVTIP.NFUJ.HP.KQ/QBNqFU/IBLVTZP/JOEFY.IUNM）より全จをμ΢ϯϩʔυՄೳ
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図表1　தখ企業നॻ・খن໛企業നॻͷ෭୊と৴༻ۚݿऔҾઌதখ企業ͷ業گ൑அ%�*�ͷਪ移
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（備考）1．日本ۜߦ「全国企業୹؍ࡁܦظଌௐࠪ」、中小企業ி「中小企業നॻ」「小規模企業നॻ」（֤年൛）、৴ۚ中ԝ
作成ݚをもとに৴ۚ中ۚ૯「ௐࠪ޲ಈؾܠ全国中小企業」ݿۚ
2．γϟυʔは内ֳ府によるޙؾܠୀظをࣔしている。
3．2015年からは小規模企業നॻ෭୊もࡌܝしている。
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新型コロナ感染拡大（20年）
●

消費税10％へ（19年10月）
●

米中貿易摩擦（18年～）
●

消費税8％へ（14年4月）
●

東日本大震災（11年3月）
●

リーマン破綻（08年9月）
●

米住宅バブル崩壊（07年）
●

米同時多発テロ（01年9月）
●

ITバブル崩壊（00年）
●

中小企業基本法改正（99年12月）
●

消費税5％へ（97年4月）
●

アジア通貨危機（97年7月）
●

拓銀・山一破綻（97年11月）
●

阪神・淡路大震災（95年1月）
●

● バブル崩壊（90年）

ロシア、ウクライナへ侵攻（22年～）
●

米国・イラン
軍事衝突（26年～）

●

中小企業（全国）
【全国中小企業景気動向調査】

大企業（全産業）
【日銀短観】

4.04.0

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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1．தখ企業നॻ・খن໛企業നॻͷฤ͞Μ者へͷΠϯλϏϡʔ

まͣ、2026年൛中小企業നॻと小規模企業നॻのฤさΜにあたった、લɾ中小企業ி 事業

෦ڥ؀ ௐࠪࣨ௕のԬా直໵ࢯ（図表2）へのΠϯλϏϡʔ内༰を͢ࡌܝる。

（1）202�年൛தখ企業നॻ・খن໛企業നॻͷϝοηʔδ

2026年൛の中小企業നॻɾ小規模企業നॻ

（図表3）では、ܦӦڥ؀のసظ׵をܴえている

中小企業それͧれが「Ք͙ྗ」を高め、「ڧい中小

企業」へと成௕͢ることが重要という考え方の

Լ、労働生࢈性の޲上に༗ޮなऔ૊みや、ܦӦ

者が࣋ͭ΂きج本త知ࣝである「ܦӦϦςϥγ

ʔ」のڧԽɾ実ફにয点を౰てて分ੳをߦった

（図表4）。

いΘΏるय़ಆ（य़ق労ަ࢖ব）においては、໿

30年Ϳりの௞上͛ਫ४がଓいており、最௿௞ۚ

にͭいても大෯なҾ上͛の方޲でٞ࿦がਐΜで

いる。Θが国がࡁܦ成௕を໨͢ࢦうえで、中小

企業の࣋ଓతな௞上͛の実ݱはۃめて重要であ

るが、大企業と比ֱして中小企業の௞上͛༨ྗ

はݫしいため、さらなる௞上͛ࢿݪの֬อが՝

୊となっている。また、2010年以߱ଟくの業छ

において人手ෆ଍感がڧまっている。Ұఆのࢉࢼ

にͮجけば、労働੍څڙ໿ࣾձの౸དྷに൐い、中

小企業の雇用者数はݮ少が見ࠐまれ、人手ෆ଍はさらにਂࠁになるおそれがある。

こうしたܦӦڥ؀のసظ׵にある中で、ݱঢ়ҡ࣋͸࠷大ͷϦεΫとなりͭͭあると考えてい

る。こうしたなかで中小企業は、୹ظతなଛӹを௥うのではなく、௕ظతな視点で事業ߏ଄ ŋ

૊৫ߏ଄をߏ࠶ஙしていく「ઓུ」を࣋ったܦӦにస׵し、「Ք͙ྗ」を高め、「ڧい中小企業」

へと成௕͢ることがま͢ま͢重要になっていくものと考える。

図表2　औࡐʹԠ͍͍ͯͨͩͨ͡લŋ調査
ࣨ௕ͷԬా௚໵ࢯ（্）͓Αͼऔ
（Լ）ܠ෩ࡐ

（備考）৴ۚ中ۚ૯ࡱݚӨ
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（2）202�年൛നॻͷ෼ੳͷϙΠϯτ

αϒλΠτϧでʮh ʹதখ企業ʱ͍ڧ ͚޲

ͨh Ք͙ྗ ͷɦڧԽʯと୊した中小企業നॻ

では、「Ք͙ྗ」にͭいて෇ՃՁ஋を生みग़

͢ྗとଊえ、労働੍څڙ໿ࣾձの中で、労

働౤入ྔのݮ少が見ࠐまれるΘが国におい

て、෇ՃՁ஋ֹをҡ࣋ ŋ૿Ճさͤるために、

労働౤入౰たりのύϑΥʔϚϯεをࣔ͢

「労働生࢈性」の޲上がෆՄܽであることを

性の状況を࢈ௐした。中小企業の労働生ڧ

֬ೝ͢ると、Ұ人౰たり労働࣌ؒはݮ少し

ͭͭも、෇ՃՁ஋ֹは૿Ճしていることから、࣌ؒ౰たり労働生࢈性は上ঢ޲܏にあることを

σʔλでࣔしͭͭ、大企業とଝ৭ない労働生࢈性をތる中小企業も存在していることをあらた

めてࢦఠした。

こうしたなかで、労働生࢈性のさらなる޲上に޲けては、Ձ֨సՇのਪਐ、成௕౤ࢿによる

੡඼ ŋ঎඼ ŋ αʔϏεの高෇ՃՁ஋Խ、事業ঝܧ ŋ.�"による事業࠶ฤをは͡めとした「෇Ճ

Ձ஋ֹの૿Ճ」と、"* 用׆ ŋ σδλϧԽのଅਐによる「労働౤入ྔの最దԽ」にऔり૊Ήこと

が重要であることをࢦఠした。実ࡍにこれらにऔり૊Ή企業は、औり૊Μでいない企業と比ֱ

して、෇ՃՁ஋ֹ૿Ճや労働౤入ྔ最దԽを実ݱしていることをσʔλ౳を௨͡て֬ೝした。

Ұ方、αϒλΠτϧをʮখن໛ࣄ業者ͷܦӦϦςϥγʔ্޲と企業ؒ࿈ܞʹΑるࣄ業ͷҡ࣋

ŋ ֦大ʯとした小規模企業നॻでは、ܦӦϦςϥγʔを「ࡒ຿ ŋ ձܭ」、「૊৫ ŋ 人材」、「ӡӦ

؅ཧ」、「ܦӦઓུ」の�ͭのྨܕに分けて分ੳし、小規模事業者におけるܦӦϦςϥγʔのݱ

状にはվળの༨地があるなかで、ܦӦϦςϥγʔを༗͢る事業者は、業੷や人材֬อ౳におい

て໌֬なҧいを生みग़していることをڧௐした。ྫえば、ݪՁ؅ཧをৄࡉにߦう事業者ほどՁ

֨సՇ率が高く、૊৫׆性Խにऔり૊Ή事業者では࠾用に成ޭしている޲܏があることをσʔ

λも用いながらࣔした。

また、小規模事業者のܦӦݯࢿはݶఆతであることを踏まえれば、ଞの事業者との࿈ܞによ

り「ܦӦྗ」をิ͢׬ることも༗ޮな手ஈのҰͭであると考えられる。ࠓൠのനॻでは、事業

のҡ࣋や֦大をਤる小規模事業者にとって、企業ؒ࿈ܞによって૬ޓにิ׬し߹うことが༗ޮ

なऔ૊みであることもσʔλ౳でࣔしているので、ͥͻ͝ࢀরいたͩきたい。

（備考）中小企業ிఏڙ

図表�　தখ企業നॻŋখن໛企業നॻͷ表ࢴ図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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（�）৴༻ۚݿへͷϝοηʔδ

৴用ۚݿは、中小企業 ŋ小規模事業者にとって਎近な存在であり、その׆性Խに͢ࢿる存在

としてҾきଓき大きなظ଴をͤدている。ࠓൠのനॻでは、中小企業 ŋ小規模事業者にとって

ඞ要となるऔ૊みのͻとͭとして"* τϥϯεϑΥʔϝʔγϣϯ（஫2）（"9）の実ݱの重要性もࢦ

ఠしているが、そのためには、まͣはࢧԉࣗؔػ਎が"*にਫ਼௨していたͩくඞ要もあるとみ

られることから、৴用ۚݿの໾職һの方ʑにおいても、ޙࠓはよりੵۃతに"* 用へऔり૊׆

Μでいたͩきたいと考えている。

また、さま͟まな地域՝୊をղܾしていくうえでは、ࢧԉؔػと৴用ۚݿがੵۃతに࿈͢ܞ

ることで、これまで以上にܦӦࢧԉྗを高めていくことができるものとظ଴している。ࠓൠの

നॻでは、ࢧԉؔػと࿈ܞしながら事業ঝࢧܧԉにऔり૊Μͩ事ྫとして、ࣛপ૬ޓ৴༻ۚݿ

（本ళɿಢ໦県ࣛপ市）とҰؔ৴༻ۚݿ（ಉɿؠ手県Ұؔ市）のέʔεをऔり上͛ているので、

こͪらもซͤて͝ࢀরいたͩきたい。

৴用ۚݿ໾職һの方ʑにおいては、Ҿきଓき中小企業നॻ ŋ小規模企業നॻをੵۃతに׆用

いたͩきながら、より踏みࠐΜ 「ͩϓογϡܕ」のࢧԉを実ફしていたͩければと考えている。

図表�　202�年൛ தখ企業നॻŋখن໛企業നॻͷ֓ཁ

（備考）中小企業ி「2026年൛中小企業നॻɾ小規模企業നॻの֓要」（Q3）よりҾ用

（஫）2．内ֳ府の「人޻知ೳج本ܭը（2025年12݄23日ֳܾٞఆ）」では、"9にͭいて「"*を׆用して、٬ސやࣾձのχʔζをجに、
੡඼やαʔϏε、ϏδωεϞσϧを変ֵ͢るとともに、業຿そのものや、૊৫、ϓϩηε、企業จԽ、෩౔を変ֵし、ڝ૪
上の༏Ґ性をཱ֬͢ること」とఆٛしている。
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用したւ外Ϩϙʔτの຋༁౳、比ֱత༰қにऔり૊め׆事ྫでは、"*をࡌܝൠの両നॻのࠓ

そうなものも෯広くऔり上͛ている。こうした内༰をऔҾઌ企業へ঺հ͢るなどして、「Ք͙

ྗ」のڧԽを໨͢ࢦ事業者の成௕や変ֵへ޲けたୈҰาをޙԡししていたͩくことをظ଴して

いる。

2．202�年൛தখ企業നॻŋখن໛企業നॻͷϙΠϯτ

図表5　202�年൛தখ企業നॻ・খن໛企業നॻͷ໨࣍

（備考）中小企業ி「2026年൛中小企業നॻ 小規模企業നॻの֓要」（Q2）よりൈਮ

2026年൛の中小企業നॻ ŋ 小規模企業നॻは、ྫ年ಉ༷、いͣれも2෦ߏ成となっている

（図表5）。ୈ1෦（૯࿦త෦分）にͭいてはڞ௨の内༰となっており、中小企業 ŋ 小規模事業

者のܦӦڥ؀౳をσʔλ౳でࣔしている。これにଓくୈ2෦にͭいては、中小企業നॻが「h ڧ

い中小企業 にɦ޲けたh Ք͙ྗ のɦڧԽ」、小規模企業നॻが「小規模事業者のܦӦϦςϥγʔ

による事業のҡ࣋ܞ上と企業ؒ࿈޲ ŋ ֦大」と、それͧれのനॻの෭୊をそのままͭͭ͛ܝ、

それͧれのܦӦڥ؀などを踏まえたৄࡉな分ੳをߦっている。なお、ר຤では、ྫ年௨り、ࡢ

年౓ߦࢪ分とࠓ年౓ߦࢪ༧ఆの中小企業 ŋ小規模企業ࡦࢪがࡌܝされている。

ͪなみに、2026年൛中小企業നॻのୈ2෦では、労働生࢈性（＝෇ՃՁ஋ֹʸ労働౤入 （ྔै

業һ数））の޲上を໨͢ࢦうえで、その分฼にあたる労働౤入ྔにண໨し、そのための省ྗԽ

౤ࢿにおける"* っている。ྫえば、໿3ׂの中ߦな分ੳをࡉৄ、用へのऔ૊状況にͭいて׆

小企業が「"* 用෦໳別にみると、όοΫΦϑ׆用にऔり૊Μͩ」としているなかで、これを׆

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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Οε෦໳やӦ業 ŋൢച ŋ 用しているというׂ߹が高い。൓׆٬ରԠ෦໳౳において૬ରతにސ

໘、"*を׆用していない企業においてそのཧ༝をみると、「׆用͢る業຿がΠϝʔδできてい

ない」という回౴ׂ߹が最も高く、こうした՝୊をղܾしてこれから"* をਐめた౼ݕ用の׆

い企業౳にとっても大いにࢀ考となる分ੳ݁Ռといえそう （ͩ図表6）。

（備考）1．ࢿྉは᷂ఇ国σʔλόϯΫ「ྩ࿨7年౓中小企業のܦӦ՝୊と事業׆ಈにؔ͢るௐࠪ」
2．中小企業ி「2026年൛中小企業നॻ 小規模企業നॻの֓要」（Q21）よりൈਮ

図表�　"*׆༻ͷঢ়گと׆༻ʹ͋ͨͬͯͷ՝୊

Ұ方、2026年൛小規模企業നॻ

では、ܦӦϦςϥγʔを図表7に

ࣔ͢�ͭの分野に分ྨしたうえで、

小規模事業者をର৅に֤分野への

औ૊状況を֬ೝしている。これを

み る と、「ܦ Ӧ ܭ ը の ࡦ ఆ

（19.9％ ）」や「܁ۚࢿりܭըのࡦ

ఆ（2�.6％ ）」などが௿い回౴ׂ߹

にあり（図表8）、վળの༨地が૬

ରతに大きいと分ੳしている。

図表�　ܦӦϦςϥγʔͷ෼ྨ

（備考）1．ࢿྉは（ಉ）σϩΠττʔϚπ「ྩ࿨7年౓小規模事業者のܦ
Ӧ՝୊と事業׆ಈにؔ͢るௐࠪ」
2．中小企業ி「2026年൛中小企業നॻ 小規模企業നॻの֓要」
（Q27）よりൈਮ
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図表8　ܦӦϦςϥγʔへͷऔ૊ঢ়گ

（備考）1．ࢿྉは（ಉ）σϩΠττʔϚπ「ྩ࿨7年౓小規模事業者のܦӦ՝୊と事業׆ಈにؔ͢るௐࠪ」
2．中小企業ி「2026年൛中小企業നॻ 小規模企業നॻの֓要」（Q27）よりൈਮ

ʲߟࢀʳ

本ߘの๯಄「৴用ۚݿへのϝοηʔδ」の෦分でも঺հしてきたとおり、2026年൛の中小企

業നॻ ŋ小規模企業നॻでは、中小企業 ŋ小規模事業者のࢧԉ者としての৴用ۚݿの事ྫとし

て、以Լの2݅が঺հされている（図表9）。৴用ۚݿによるࢧԉ事ྫは、աڈの両നॻでもた

びたびऔり上͛られており、਎近なࢧԉؔػとしての৴用ۚݿのՌた͢΂き໾ׂやظ଴の大き

さをうかがい知ることができよう。

図表�　202�年൛தখ企業നॻŋখن໛企業നॻʹ͞ࡌܝΕ͍ͯる৴༻ۚݿͷऔ૊ྫࣄ

౳ݿۚ༺Ε͍ͯる৴͞ࡌܝ ͷλΠτϧྫࣄ ൪߸౳ࡌܝ

ࣛপ૬ޓ৴༻ۚݿ
（ίϥϜ） 事業ঝܧɾ.�"のߋなるਪਐに޲けたऔ૊

ίϥϜ1ô1ô�
（中小）
（小）

Ұؔ঎޻ձٞ所
（Ұؔ৴༻ۚݿほか） ෳ数のࢧԉؔػと࿈ܞし、事業ঝࢧܧԉにऔり૊Ήࢧԉؔػ 事ྫ2ô2ô3

（小）

（備考）中小企業ி「中小企業നॻ 小規模企業നॻ2026年൛」をもとに৴ۚ中ۚ૯ݚ作成

図表˔　図表λΠτϧ

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

（備考）1�．01ਤදΩϟϓγϣϯ@47ɹˢਤදとのΞΩは�NNΞΩ（たͩしεϖʔεの都߹౳で2NNΞΩまでௐ੔Մ）ˢ̋
2�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47
3�．01ਤදΩϟϓγϣϯ2߲໨め以߱@47

図表˔　図表λΠτϧ
ᶃ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔ ᶄ	̋̋̋̋˔̋̋̋̋˔
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͓ΘΓʹ

ྫ年ਃし上͛ているとおり、中小企業നॻ ŋ 小規模企業നॻはʠ৘ใのๅݿʡである。Ұ見

͢ると、そのϘϦϡʔϜにѹ౗されがͪではあるが、とりΘけ近年のനॻは、໨తの事ྫやਤ

දを୳したいར用者のためのΠϯσοΫεのॆ実など、ಡみや͢さŋ࢖いや͢さにも֨ஈの഑

ྀがなされている。また、8&#αΠτや4/4による৘ใൃ৴のॆ実Ϳりもめ͟ましく、分ੳ

݁Ռのݩσʔλをμ΢ϯϩʔυできるのはもͪΖΜ、هड़内༰をղઆしたಈըも4/4 ౳で視

ௌできる。

2026年൛നॻでは、「ݱ状ҡ࣋は最大のϦεΫ」という໌֬なϝοηʔδのԼ、ඞ要となる

औ૊みなどにͭいて、さま͟まなઌߦ事ྫの঺հもަえながら໢ཏしている。本ߘをҰͭのき

っかけとして、8&#αΠτ౳へΞΫηεしていたͩくことによって、両നॻが近年の中小企

業 ŋ 小規模事業者の՝୊ղܾの道ےをඳくためのʠ৘ใのๅݿʡであることに༰қにؾ෇いて

いたͩけるものと֬৴している。

本ߘの๯಄でもड़΂てきたとおり、౰ڀݚ所では、200�年౓よりຖ年、നॻฤさΜにあたっ

た中小企業ிのௐࠪࣨ௕へのΠϯλϏϡʔを実ࢪし、「৴用ۚݿへのϝοηʔδ」などを௖ଷ

してきた。それらのϝοηʔδの中にҰ؏しているのは、中小企業 ŋ小規模事業者にとっての

਎近なۚ༥ؔػという、৴用ۚݿのʠϏδωεϞσϧʡやʠϙδγϣϯʡにର͢る大いなるظ଴

であり、その౓߹いは年ʑண実に高まっている。ޙࠓもこうしたظ଴にԠえていくうえで、中

小企業നॻ ŋ小規模企業നॻのར׆用の༨地はまͩまͩ࢒されているものとࢥΘれる。本ߘが

その׆用ଅਐのきっかけとなれば޾いである。

ʪߟࢀ資ྉʫ
ɾ中小企業ிฤʰ中小企業നॻŋ小規模企業നॻ2026年൛ʱᶽᶿɹ日ܦҹ᷂࡮

ɾ中小企業ிʰ2026年൛中小企業നॻŋ小規模企業നॻの֓要 （ɦ2026年�݄）

��（IUUQT�//XXX.DIVTIP.NFUJ.HP.KQ/QBNqFU/IBLVTZP/2026/1%'/2026HBJZPV.QEG）
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調 査

೔ຊ͕֎ࠃਓ࿑ಇऀʹબ͹Εଓ͚ΔͨΊʹ͸
ʵԁ҆ͱ੒௕֨ࠩͰബΕͭͭ͋ΔʮՔ͛Δ೔ຊʯͷ༏Ґੑʵ

৴ۚதۚ૯ݚ ্੮ओ೚ڀݚһ

ࣛఉ　༤հ

、最高の257万人にୡしڈに、外国人労働者数は25年にաܠԽ͢る人手ෆ଍をഎࠁਂ
日本ࡁܦにとってෆՄܽな存在となっている。しかし、଍ݩでਐΉԁ҆や、日本を上回る
高いࡁܦ成௕率をഎܠに、฼国やϥΠόϧ国との所ಘࠩはண実にॖ小してきており、国
。૪における日本の「Ք͛る国」としての༏Ґ性はബれͭͭあるڝతな人材֫ಘࡍ
こうした中、ٕೳ実शやཹֶといった在ཹ֨ࢿでདྷ日している外国人労働者を中心に、
日本以外の国をબ୒͢るಈきがઌߦきڧまるՄೳ性がある。さらに、日本国内でも௞ۚ
や଴۰໘౳で༗རな「大都市ݍɾ大企業」に外国人労働者が職場をҠ͢ことで、地方の中
小企業における人手ෆ଍がさらにਂࠁԽ͢るڪれもある。日本が外国人材にબばれଓけ
るためには、生ڥ؀׆など所ಘ以外のັྗを高めていくとಉ࣌に、生成"*やϩϘοτ౤
。められようٻ上と௞上͛をਐめていくことが޲性࢈౳を௨͡た生ࢿ

要　　旨

̍．日本ͷ人खෆ଍ͷݱঢ়

国内の人手ෆ଍がਂࠁԽしている。૯຿省がൃදした労働ྗௐࠪによると、26年7݄の׬全

ࣦ業率（قઅௐ੔஋）は2.�％と、ྺ࢙తな௿さがଓいている（図表1）。雇用のϛεϚον౳を

Ճຯしたߏ଄తɾຎࡲతࣦ業率（均ࣦߧ業率）とಉఔ౓のਫ४にあることから、労働市場はطに

。えるݴいとڧめてۃඡഭの౓߹いがڅ全雇用の状態にあり、ध׬

企業ϚΠϯυの໘から見ても、人手ෆ଍感のڧさはཱࡍっている。日ۜ୹؍（6݄ௐࠪ）の雇

用人һ൑அ%*（「ա৒」ɻ 「ෆ଍」）は全規模ɾ全࢈業で˚37と、લ回3݄ௐ （ࠪ˚38）からΘ

ͣかに上ঢしたものの、大෯なෆ଍௒の状態にあることに変Θりない（図表2）。3か݄ޙのઌ

。みとなっているࠐまる見ڧき൑அ%*も˚�0と、さらにෆ଍感がߦ
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そして、この人手ෆ଍は༷ʑな場໘で日本ࡁܦにӨڹを及΅している。ӡૹ業では、労働࣌

ؒの規੍ڧԽも૬まってτϥοΫυϥΠόʔがෆ଍し、഑ૹ日数の௕ظԽやӡ௞஋上͛などに

ͭながっているほか、ݐઃݱ場では人手ෆ଍をཧ༝としたެ޻ڞ事の入ࡳෆௐやظ޻஗Ԇが૿

えてきている。また、հࢪޢઃでの人手ෆ଍は、ݱ໾ੈ୅のϏδωεέΞϥʔ（働きながらՈ

଒౳のհޢにै事͢る人）を૿Ճさͤ、さらなる労働ྗෆ଍をটくѱ॥؀を生みग़している。

さらに、Πϯό΢ϯυ（๚日外国人٬）ध要の֦大がଓく॓ധɾҿ৯業においても、٬ࣨのՔ働

ձଛࣦが広がっている。こうした人手ෆ଍によػやӦ業࣌ؒの୹ॖを༨ّなくされるなどݶ੍

る੍څڙ໿が、日本ࡁܦの࣋ଓతな成௕を્Ή大きなϦεΫとなっている。

2．日本で働͘外国人労働者数ͷݱঢ়

こうした人手ෆ଍の状況にରしてどうରԠ͢΂きか。ઌड़の௨り、Θが国の労働市場はおお

ΉͶ׬全雇用の状態にあり、国内には༨৒労働ྗがほとΜど࢒されていない。৽たな労働ྗと

してظ଴されてきた高ྸ者やঁ性も、体ྗ໘や職छのద性໘などから考えて上ੵみ༨地は小さ

い。また、εϙοτϫʔΫをؚΉ୹࣌ؒ労働者の׆用は、γϑτௐ੔や৘ใڞ༗、労຿؅ཧ、෱

ར厚生手ଓきといった؅ཧίετの૿大をটくほか、業຿のशख़やεΩϧ஝ੵの໘から考えて

もݶքがあΖう。ޙࠓも人ݮޱ少がଓくことを踏まえれば、国内からの労働څڙのみでध要を

満た͢ことは೉しく、௕ظతかͭ҆ఆతな労働ྗの֬อに޲け、外国人労働者の׆用がڧくٻ

められる。

このような状況のもと、੾りࡳとしてظ଴されるのが外国人労働者の׆用である。厚生労働

省がൃදしている「外国人雇用状況」をみると、外国人労働者数はίϩφՒでҰ࣌伸び೰Μͩも

のの、࠶び૿ՃτϨϯυに໭り、25年にはաڈ最高の257万人をه࿥した（図表�）。日本の就

5�5
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（備考）૯຿省「労働ྗௐࠪ」より作成 （備考）1. 全規模ɾ全࢈業ϕʔε。˔は直近஋、˓は༧ଌ
2. 日本ۜߦ「୹26）؍ 年 6݄ௐࠪ）」より作成

図表 1　ࣦ業率 図表 *%人һ൑அ༺ޏ　2
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業者数に占めるׂ߹も3.8％まで上ঢし、存在感が૿している。また、外国人労働者を国੶別

にみるとϕτφϜ（61万人）が最ଟであり、これに中国（�3万人）、ϑΟϦϐϯ（26万人）、ωύʔ

ϧ（2�万人）、ΠϯυωγΞ（23万人）とଓいている（図表�）。これら上Ґ̑か国で全体の7ׂ

近くを占めており、まさにΞδΞ৽ڵ国の人ʑが日本の労働市場をࢧえているとݴえよう。

�．日本が外国人労働者ʹબ͹Εͳ͘ͳる可能性

もっとも、外国人労働者の૿Ճがޙࠓもଓき、কདྷにΘたって国内にཹまりଓけるとはݶら

ない。଍ݩにおけるԁ҆ਐߦなどをഎܠに、日本で就労͢ることのࡁܦతϝϦοτがബれͭͭ

あるためͩ。日本に外国人労働者をଟくૹりग़している̑か国のରԁҝସϨʔτを、ίϩφલ

の19年と଍25ݩ年で比ֱ͢ると、どの国も10％から30％もࣗ国௨՟にରしてԁ҆がਐΜでい

ることが分かる（図表5）。ԁ҆は外国人労働者の฼国へૹֹۚを໨ݮりさͤることになるため、

日本の「ग़Ք͗ઌとしてのັྗ」を௿Լさͤている要ҼのҰͭとݴえよう。

さらにこれらΞδΞ৽ڵ国はࡁܦの成௕εϐʔυが଎い。図表�は、Ұ人あたり(/*（国ຽ

૯所ಘ）を用いて、これら5か国の所ಘਫ४が日本のԿഒに૬౰͢るかをࢉܭしたものである。

ԁ҆に高成௕がՃΘって、どの国も日本との所ಘࠩをண実にॖめてきている。所ಘਫ४ࣗ体は

ґવとして1ഒ以Լと日本をԼ回っているものの、これら国ʑではޙࠓも高成௕がଓくՄೳ性

が高いことから、日本との所ಘࠩはさらにॖまっていくと考えるのがࣗવであΖう。こうした中、

と考える外国人労働「くよりも、฼国で働いた方がいいߦ༿もจԽもҟなる日本にΘ͟Θ͟ݴ」

者が૿えてきてもෆٞࢥではない。

Ճえて、日本と外国人労働者をऔり߹うϥΠόϧ国の存在も重要である。ここ数年、ઌਐ国

49
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（ӈ໨੝）

外国人労働者数

（年）

ϕτφϜ

த国
（ɺϚΧΦΛؚΉߓ߳）

ϑΟϦϐϯωύʔϧ

ΠϯυωγΞ
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外国人労働者数
（2025年）
25�万人

61万人
（23�6ˋ）

26万人
（10�1ˋ）

24万人
（9�2ˋ）

23万人
（��9ˋ）

�1万人
（31�4ˋ）

43万人
（16��ˋ）

（備考）厚生労働省「外国人雇用状況」より作成（備考）1．外国人労働者比率＝外国人労働者数 /就業者数
2．૯຿省「労働ྗௐࠪ」、厚生労働省「外国人雇用状況」
より作成

図表 �　外国人労働者数ͷਪ移 図表 �　外国人労働者数（国੶別）
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を中心に人手ෆ଍感がڧまっており、国ࡍతな人材֫ಘڝ૪はܹしさを૿している。日本とڝ

にあるओな国のରԁҝସϨʔτをみると、19年から25年にかけて最も௿いؖ国でも10％܎ؔ߹

以上、最も高いγϯΨϙʔϧでは�0％以上もࣗ国௨՟にରしてԁ҆がਐΜでいる（図表�）。また、

ϥΠόϧ国の所ಘਫ४を比ֱ͢ると、ؖ国やα΢δΞϥϏΞが日本とほ΅ಉ౳のਫ४にあるほ

か、γϯΨϙʔϧやΦʔετϥϦΞ、υΠπにࢸってはίϩφલの19年࣌点でطに日本の所ಘ

ਫ४を上回っており、଍ݩではそのࠩがさらに広がっている（図表8）。日本で働いている、も

しくは働こうとࢥっている外国人労働者にとっては、฼国で働く以外に、これらのϥΠόϧ国

に職場をҠ͢という৽たなબ୒ࢶが௥Ճされているとݴえよう。

図表 5　ରԁҝସϨʔτͷมԽ率 図表 �　Ұ人͋ͨΓ(/*（国ຽ૯ॴಘ）ͷ比ֱ

（備考）1．֤国のҰ人あたり(/*/ 日本のҰ人あたり(/*
2．中国には߳ߓとϚΧΦもؚまれる。
3．ੈքۜࢿߦྉより作成
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図表 �　ରԁҝସϨʔτมԽ率（ϥΠόϧ国） 図表 8　Ұ人͋ͨΓ(/* ͷ比ֱ（ϥΠόϧ国）

（備考）1．֤国のҰ人あたり(/*/ 日本のҰ人あたり(/*
2．ੈքۜࢿߦྉより作成
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�．在留資格別・産業別ʹͨݟ外国人労働者ͷ෼෍ঢ়گ

このように外国人労働者からみた日本の「Ք͛る国」としての地Ґはঃʑに௿Լしてきてお

り、外国人材の֫ಘڝ૪においてݫしいہ໘にཱたされている。では、ઌߦき日本を就労ઌと

してબばなくなるՄೳ性が高いのは、どのような外国人労働者なのか。ここでは25年の外国人

労働者数をओな在ཹ֨ࢿ別に֬ೝしてみた（図表�）。このうͪ最もଟいのがӬॅ者、ఆॅ者౳

であり、日本人の഑ۮ者などもؚまれていることから、ԁ҆などによる所ಘࠩのॖ小をཧ༝に

直ͪに日本からग़ていくとは考えにくい。

Ұ方で、所ಘࠩॖ小のӨڹを受けや͢いのがٕೳ実शの在ཹ֨ࢿでདྷ日した外国人労働者で

あΖう。日本はϕτφϜ（21.9万人）やΠϯυωγΞ（12.0万人）といった国を中心に、ଟくの

ٕೳ実श生を受け入れている。この中には、฼国へのૹۚが໨తでདྷ日した労働者もଟく、ԁ

҆౳に൐う手औりֹのݮ少にରしてහ感に൓Ԡし、在ཹؒظの満ྃをܴえたλΠϛϯάなどで

日本に࢒らないというબ୒ࢶをऔるՄೳ性もある。また、ཹֶの֨ࢿでདྷ日している外国人労

働者にも஫ҙがඞ要である。ωύʔϧ（11.�万人）やϕτφϜ（7.8万人）、中国（5.0万人）な

どのग़਎者がଟく、ֶߍをଔ業し就職͢るλΠϛϯάで日本以外の国をબ୒͢るέʔεがޙࠓ

૿えてくるかもしれない。これらの在ཹ֨ࢿで外国人労働者をଟく雇い入れている企業では、

。用ࣗ体が೉しくなるՄೳ性もあり、े分஫ҙ͢るඞ要があΖう࠾ୀ職者の૿Ճやޙࠓ

さらに、図表10では֤在ཹ֨ࢿで働く外国人労働者がどういった࢈業にଟいのかを֬ೝした。

これによると、ٕೳ実शの在ཹ֨ࢿを࣋ͭ外国人労働者をଟく雇用している࢈業として、੡଄

業（22.2万人）やݐઃ業（12万人）などが、ཹֶの在ཹ֨ࢿでଟく雇い入れている࢈業として、

॓ധ業ɾҿ৯αʔϏε業（12.3万人）やԷച業ɾ小ച業（7.6万人）などが͛ڍられる。これら

の࢈業はطに人手ෆ଍感のڧい状況Լにあり、ઌߦき外国人労働者の雇用が೉しくなることで

人手ෆ଍にഥंがかかり、業੷にର͢るԼԡしѹྗがよりڧまるՄೳ性もあΖう。

（備考）中国には߳ߓとϚΧΦもؚまれる。厚生労働省「外国人雇用状況」より作成

図表�　外国人労働者数（在留資格別・国別、2025年） （万人）

全国੶ ϕτφϜ த国 ϑΟϦϐϯ ωύーϧ ΠϯυωγΞ その他
総数 257.1 60.6 43.2 26.1 23.6 22.8 80.8

技術・人文知識・国際業務 46.8 11.2 13.6 1.1 4.3 1.0 15.5
特定技能 28.6 11.0 1.6 2.7 1.0 6.9 5.4
技能実習 49.9 21.9 3.1 4.7 0.4 12.0 7.9
留学 35.3 7.8 5.0 0.2 11.4 0.6 10.2
永住者、定住者等 64.6 2.4 14.6 15.7 0.7 0.8 30.3
その他 31.9 6.4 5.2 1.6 5.6 1.5 11.5
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5．外国人労働者が日本国内で大都市圏・大企業へと移動する可能性

また、少し視点を変えると外国人労働者が日本全国に広がっているという実態も見えてくる。

図表11は外国人労働者比率を都道府県別に見たものであり、直近25年は東京（7.6％）や群馬

（5.9％）、愛知（5.9％）など大都市とその近郊を中心に全国平均の3.8％を上回る高さとなっ

ている。また、それ以外の地域でも08年から25年にかけて外国人労働者比率が大きく伸びて

おり、外国人材受け入れの裾野は地方へも波及していることが見てとれる。

また、外国人労働者を雇用している事業所を規模別にみると、最も規模の小さい30人未満の

事業所で93万人、30 ～ 99人の事業所で51万人と、両者で外国人労働者全体の半数以上を占め

ている（図表12）。事業所の規模が小さくなればなるほど職場内における存在感や重要性が高

まることも踏まえると、外国人労働者は中小企業にも広く浸透し重要な労働の担い手となって

いることが分かる。

図表10　外国人労働者数（在留資格別・産業別、2025年）	 （万人）

全産業 建設業 製造業 情報通信業 卸売業
小売業

宿泊業
飲食サービス業

教育
学習支援業

医療
福祉

総数 257.1 20.6 63.5 9.8 34.1 32.0 8.3 14.6

技術・人文知識・国際業務 46.8 2.0 8.6 6.6 8.1 3.5 1.4 0.4
特定技能 28.6 2.7 10.0 0.0 2.1 3.1 0.0 5.6
技能実習 49.9 12.0 22.2 0.0 4.6 0.8 0.0 2.1
留学 35.3 0.1 2.1 0.3 7.6 12.3 1.7 0.9
永住者、定住者等 64.6 2.3 16.2 1.9 8.2 5.9 2.7 3.1
その他 31.9 1.6 4.4 0.9 3.5 6.4 2.4 2.5

（備考）厚生労働省「外国人雇用状況」より作成

図表 11　外国人労働者比率（都道府県別、08年→ 25 年）

（備考）1．外国人労働者比率＝外国人労働者数 /就業者数
2．�厚生労働省「外国人雇用状況」より作成
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そして、こうした状況が৽たな໰୊を

生みग़͢ことにもͭながる。ٕೳ実शや

ཹֶといった在ཹ֨ࢿでདྷ日した外国人

労働者が฼国やϥΠόϧ国にྲྀग़してし

まう以外に、ಉ͡日本国内において「地

方から大都市ݍへ」「中小企業から大企業

へ」と、よりྑい৚݅をٻめて職場をҠ

していくՄೳ性がある。大都市ݍは地方

と比΂て௞ۚਫ४が૬ରతに高く、ަ௨

Πϯϑϥもॆ実していることから、外国

人労働者にັྗతにөるかもしれない。

また、国内の人材֫ಘڝ૪がҰஈとݫしさを૿͢中、大企業はϕʔεΞοϓや෱ར厚生などで、

中小企業より༏Ґなཱ場にあることがଟい。さらに、స職がՄೳとなる在ཹ֨ࢿの要݅؇࿨が

ஈ֊తにਐΜでいることも、日本国内における外国人労働者のҠಈをଅ͢ことになΖう。こう

した点も踏まえると、とりΘけ地方の中小企業において、ઌߦき外国人労働者のಈきによるӨ

。が大きくなると考えられるڹ

�．日本が日本人ʹબ͹Εͳ͘ͳる可能性΋

೦もある。ւݒってしまうというߦに、日本人ࣗ਎が外国人労働者となって日本からग़てٯ

外在ཹ๜人数のਪҠをみると、10年୅までは૿Ճجௐにあったものが、ίϩφՒをػにݮ少τ

Ϩϯυへとస͡ている（図表1�）。しかし、଍ݩではԼ͛ࢭまりのஹしも見えており、ઌߦき

。ௐにస͡るՄೳ性もあるج଄変Խを൐いながら૿Ճߏ

ւ外在ཹ๜人数のଟい国はॱに、ถ

国、ΦʔετϥϦΞ、中国、Χφμと

なっており、いͣれの国の௨՟にରし

てもԁ҆がਐΜでいる。これまでは日

本企業からݱ地ற在һとしてւ外に౉

るέʔεがଟく、଺在අ用はԁ҆͢ߤ

にৼれた分ͩけׂ高となることから、

日本企業のڅ༩ਫ४のままւ外で฻ら

͢ことが೉しくなってきている。こう

した中、ற在һとしてではなく、ݱ地

図表 1�　ւ外在留๜人数

（備考）外຿省「ւ外在ཹ๜人数ௐࠪ౷ܭ」より作成
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図表 12　外国人労働者数と外国人ࣄ༺ޏ຿ॴ数

（備考）厚生労働省「外国人雇用状況」より作成

内側：事業所数
外側：外国人労働者数
（2025年）

30人未満

30～99人

500人以上

100～499人

不明

93万人

51万人

59万人

44万人

23万所
6万所

4万所
1万所

（事業所規模別）
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企業のै業һとして働くことで、ݱ地企業のڅ༩ਫ४での雇用が見ࠐまれるほか、さらにԁ҆

がਐめば日本ԁに両ସしたࡍの手औりֹは૿えることになる。ઌߦき日本人が外国人労働者と

してւ外にग़ていくಈきが本֨Խしていけば、日本企業の人手ෆ଍はさらにਂࠁԽ͢ることに

なる。外国人労働者の֬อに஫ྗ͢るͩけでなく、日本人がଞ国に外国人労働者としてൈけて

いってしまうことにも、日本企業は໨を޲けなければならない。

以上みてきたように、日本の労働市場をࢧえる外国人労働者は଍ݩこそ૿Ճجௐにあるもの

の、ԁ҆やࡁܦ成௕のҧいなどを受けて所ಘࠩは֬実にॖ小していることから、฼国やϥΠό

ϧ国と比΂た日本の૬ରతな༏Ґ性はബれͭͭある。そしてこのԁ҆やࡁܦ成௕のεϐʔυの

ҧいはޙࠓもଓくとみられ、所ಘࠩはさらにॖまるՄೳ性が高い。こうした中、ٕೳ実शやཹ

ֶといった在ཹ֨ࢿでདྷ日している外国人を中心に「日本をબばない」というબ୒が૿ޙࠓえ、

日本人労働者の国外ྲྀग़の૿Ճも૬まって、人手ෆ଍がよりਂࠁになるڪれがある。

こうした中、日本には所ಘ以外の໘でັྗを高めていくことがٻめられる。ྫえば、ϥΠό

ϧ国と比΂て、౉ߤのしや͢さや生׆のしや͢さ、労働ڥ؀のྑさといった点でڝ૪༏Ґ性を

高めるඞ要がある。また、日本にॅΜでみたいというڧいಌれのようなものを、外国人労働者

に࣋ってもらうことも重要であΖう。そして、こうしたऔ૊みにՃえて、企業は生成"*やϩϘο

τなどへの౤ࢿをੵۃతにߦうことで、生࢈性を高め、人手ෆ଍を少しでもղফし、௞上͛へ

とͭな͛ていく౒ྗも大੾である。これらのऔ૊みのࠩが、ઌߦき企業業੷のࠩとしてग़てく

ることになΖう。
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